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(57)【要約】
　床に床仕上げ剤を塗布するための床仕上げ剤塗布用具
および方法。いくつかの実施形態は、時間の掛かる清掃
作業の必要性をなくすために、供給ラインまたは貯蔵器
などの使い捨て可能なまたは迅速交換可能な機構が設け
られる。いくつかの実施形態は、広げるまたは分布させ
る部分と床全体にわたり実質的に一様な床仕上げ剤厚さ
をもたらすための平らにする部分を有する、２つの部分
が蝶番で繋がれたヘッドが設けられる。いくつかの実施
形態は、少なくとも２つの異なる種類の材料からなる塗
布器パッドも特徴とする。この第１の材料は、大量の床
仕上げ剤を床全面にわたり実質的に一様に広げる機能を
果たす床仕上げ剤分布材料である。第２の材料は、既に
広げられた床仕上げ剤を平らにするのに適した床仕上げ
剤仕上げ材料である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床仕上げ剤塗布ヘッドと、
　前記ヘッドに枢動的に取り付けられる第１の端部と、前記第１の端部と反対側の、前記
ヘッドを前記床に沿って移動させるように手動で係合可能である第２の端部とを有する細
長いハンドルと、
　前記ハンドルの第１の端部に隣接して前記ハンドルに連結され、バルブが開口部を画成
し、かつ前記バルブを通る床仕上げ剤の流れを停止させる閉位置と前記バルブを通る床仕
上げ剤の流れを可能にする開位置の間を前記開口部内で移動可能な部材を有するバルブ・
アセンブリと、
　前記バルブ・アセンブリの上方で前記ハンドル上に選択的に支持される、床仕上げ剤を
収容する貯蔵器と、
　前記貯蔵器に連結され、前記貯蔵器から前記床まで床仕上げ剤を運搬するように前記ヘ
ッドに向かって延びるある長さのチューブであって、前記バルブ・アセンブリ内の前記開
口部を貫通して延び、かつ前記バルブ部材によって選択的に、弾性的に圧縮され、かつ閉
位置では前記バルブ部材がある長さのチューブを通る床仕上げ剤の流れを停止させるよう
にある長さのチューブの両側を一緒に圧し、かつ前記バルブ部材が開位置にあるときある
長さのチューブの両側の分離およびある長さのチューブを通る床仕上げ剤の流れを可能に
するように、前記チューブの両側が弾性的に広がるチューブとを備え、
　前記貯蔵器内の前記床仕上げ剤が使い果たされたとき、前記貯蔵器およびチューブが床
仕上げ剤塗布用具から取り外されかつ交換される、床に床仕上げ剤を塗布するための床仕
上げ剤塗布用具。
【請求項２】
　前記貯蔵器の少なくとも一部分を受け、かつ前記貯蔵器を前記ハンドルに選択的に連結
するような形状にされかつ構成される、前記ハンドルに連結されるスリーブをさらに備え
る、請求項１に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項３】
　前記貯蔵器が、前記容器内の前記床仕上げ剤の重量が前記ハンドルの実質的に全円周周
りに分配されるように、前記ハンドルを実質的に凹部内に受けるように寸法設定される細
長い凹部を含む、請求項１に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４】
　前記床仕上げ剤塗布ヘッドが、第１の部分が蝶番を介して第２の部分に連結される第１
の部分および第２の部分を備える、請求項１に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５】
　前記ヘッドの前記第１の部分に隣接する第１の材料と前記ヘッドの前記第２の部分に隣
接する第２の材料を含む、前記ヘッドに連結されかつ前記ヘッドと前記床の間に位置決め
される床仕上げ剤塗布パッドをさらに備える、請求項４に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６】
　床仕上げ剤塗布ヘッドと、前記ヘッドに枢動的に取り付けられる細長いハンドルと、前
記ハンドルに連結され、かつバルブが開口部を画成し、かつ前記バルブを通る床仕上げ剤
の流れを停止させる閉位置と前記バルブを通る床仕上げ剤の流れを可能にする開位置の間
を前記開口部内で移動可能な部材を有するバルブ・アセンブリと、前記バルブ・アセンブ
リの上方で前記ハンドル上に選択的に支持される、床仕上げ剤を収容する貯蔵器と、前記
貯蔵器に連結され、前記貯蔵器から前記床まで床仕上げ剤を運搬するように前記ヘッドに
向かって延びるある長さのチューブであって、前記バルブ・アセンブリ内の前記開口部を
貫通して延びかつ前記バルブ部材によって選択的に弾性的に圧縮され、かつ前記バルブ部
材が閉位置ではある長さのチューブを通る床仕上げ剤の流れを停止させるようにある長さ
のチューブの両側を一緒に圧し、かつ前記バルブ部材が開位置にあるときある長さのチュ
ーブの両側の分離およびある長さのチューブを通る床仕上げ剤の流れを可能にするように
、前記チューブの両側が弾性的に広がるチューブとを備える、床仕上げ剤塗布用具を準備
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することと、
　前記バルブ・アセンブリを閉位置から前記開位置に作動させることと、
　前記バルブ・アセンブリを前記開位置に作動させるのに応答して前記床上に床仕上げ剤
を分配することと、
　前記ヘッドで前記床全体に前記分配された床仕上げ剤を広げることと、
　前記貯蔵器が空になった後、前記貯蔵器を前記ハンドルからかつ前記チューブを前記バ
ルブから取り外すこととを含む、床に保護床仕上げ剤を塗布する方法。
【請求項７】
　チューブを第２の貯蔵器に連結することと、
　前記第２の貯蔵器を前記ハンドルに連結することと、
　前記チューブを前記バルブ・アセンブリ内の前記開口部を貫通して延ばすことと、
　前記バルブ・アセンブリを閉位置から前記開位置に作動させることと、
　前記バルブ・アセンブリを前記開位置に作動させるのに応答して床仕上げ剤を前記床上
に分配することと、
　前記分配された床仕上げ剤を前記ヘッドで前記床全体に広げることとをさらに含む、請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記貯蔵器および前記チューブが単一のアセンブリとして取り外される、請求項６に記
載の方法。
【請求項９】
　近位端部および遠位端部を有するハンドルと、
　前記ハンドルに連結されるアクチュエータと、
　前記ハンドルの前記遠位端部に隣接して前記ハンドルに連結され、かつ前記アクチュエ
ータに連結されるバルブであって、前記アクチュエータの操作が選択的に前記バルブを作
動させるバルブと、
　前記ハンドルの前記遠位端部に連結され、脱着可能な床仕上げ剤塗布器パッドを保持す
るための機械的な固定具をさらに備えるヘッドと、
　前記ハンドルに連結される交換可能な床仕上げ剤貯蔵器を受けるためのハウジングと、
　前記貯蔵器の開口部に連結されかつ前記貯蔵器から離れて延びる導管を有する、前記ハ
ウジング内に受けられるようになされた交換可能な床仕上げ剤貯蔵器であって、前記床仕
上げ剤貯蔵器が前記ハウジングに連結されるとき、前記導管が前記ハウジング内の開口部
を貫通して延び、かつ前記バルブのそのような作動が床仕上げ剤の前記交換可能な床仕上
げ剤貯蔵器からの分配を防止するように前記導管を選択的に圧縮するように前記バルブを
貫通して延び、かつ前記交換可能な床仕上げ剤貯蔵器が、前記導管を前記バルブから取り
外しかつ前記貯蔵器および導管を単一のアセンブリとして前記ハウジングから後退させる
ことによって交換される、交換可能な床仕上げ剤貯蔵器とを備える、床に床仕上げ剤を塗
布するための床仕上げ剤塗布用具。
【請求項１０】
　前記バルブが開口部を画成する第１の部材と前記第１の部材内の前記開口部に対して移
動可能な第２の部材とを備える、請求項９に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項１１】
　前記交換可能な床仕上げ剤貯蔵器が、前記ハンドルを締まり嵌め方式の嵌合で受けるよ
うに構成されかつ寸法設定される細長い凹部を含む、請求項９に記載の床仕上げ剤塗布用
具。
【請求項１２】
　前記細長い凹部が、前記貯蔵器内の前記床仕上げ剤の重量を前記ハンドルの実質的に全
円周に分布させるようにさらに構成される、請求項１１に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項１３】
　前記導管が弾力性のある柔軟なチューブを備える、請求項９に記載の床仕上げ剤塗布用
具。
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【請求項１４】
　前記ヘッドが床に接して置かれるようになされた第１の部分および前記床に接して置か
れるようになされた第２の部分を含み、前記第１の部分が前記ハンドルに連結され、前記
第２の部分から前記床に加えられる圧力が前記ハンドルを介して前記第１の部分に加えら
れる圧力から実質的に独立であるように、前記第２の部分が蝶番部材を介して前記第１の
部分に連結される、請求項１３に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項１５】
　前記ヘッドの前記第１の部分に隣接して位置決めされる第１の材料と前記ヘッドの前記
第２の部分に隣接して位置決めされる第２の材料を有する床仕上げ剤塗布器パッドをさら
に備え、前記第１の材料が前記床仕上げ剤を広げるように構成され、前記第２の材料が、
前記第１の材料によって前記床仕上げ剤が広げられた後それを平滑にするように構成され
る、請求項１４に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項１６】
　近位端部および遠位端部を有するハンドルと、
　前記ハンドルに連結されるクレードルと、
　脱着可能なパッドとともに使用するようになされ、かつ前記ハンドルの前記遠位端部に
連結されるヘッドと、
　床仕上げ剤貯蔵器と前記貯蔵器の内容物と流体連通しかつ前記貯蔵器から延びる導管と
を備える、前記クレードルに取り外し可能に連結されかつ前記床に床仕上げ剤を供給する
ように構成される第１の床仕上げ剤供給装置であって、前記第１の床仕上げ剤供給装置が
前記クレードルに取り付けられるとき、前記床仕上げ剤貯蔵器が前記クレードルによって
受けられるようになされかつ前記導管が前記クレードルから前記ヘッドに向かって延びる
ようになされ、かつ前記床仕上げ剤貯蔵器および導管が前記クレードルから単一のユニッ
トとして取り外し可能である第１の床仕上げ剤供給装置と、
　床仕上げ剤貯蔵器と前記貯蔵器の内容物と流体連通しかつ前記貯蔵器から延びる導管を
備える、前記システムに取り付けることができかつ床仕上げ剤を前記床に供給することが
できる第２の床仕上げ剤供給装置であって、前記第１の床仕上げ剤供給装置が前記クレー
ドルに取り付けられるとき、前記床仕上げ剤貯蔵器が前記クレードルによって受けられる
ようになされ、前記導管が前記クレードルから前記ヘッドに向かって延びるようになされ
、かつ前記床仕上げ剤貯蔵器および導管が前記クレードルから単一のユニットとして取り
外し可能である第２の床仕上げ剤供給装置とを備え、
　前記床仕上げ剤貯蔵器のうちの少なくとも１つが床仕上げ剤を使い尽くしたときまたは
前記導管が詰まったとき、前記第１の床仕上げ剤供給装置が前記クレードルから取り外さ
れ前記第２の床仕上げ剤供給装置と交換される、床に床仕上げ剤を塗布するためのシステ
ム。
【請求項１７】
　床仕上げ剤を選択的に分配するための開口部と、部材が前記貯蔵器から分離切断される
とき通気孔をもたらす分離切断部材を有する、床仕上げ剤を収容しかつ床仕上げ剤塗布用
具に連結されるようになされた貯蔵器と、
　導管の近位端部が前記貯蔵器の前記開口部に連結され、前記導管が前記貯蔵器から離れ
て延び、前記導管の遠位端部がシールされる、近位端部および遠位端部を有する導管であ
って、床仕上げ剤を分配できるように使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムが床仕上げ
剤塗布用具に連結された後、前記導管の前記遠位端部の封が切られる導管とを備える、使
い捨て可能な床仕上げ剤供給システム。
【請求項１８】
　前記導管が前記貯蔵器の前記開口部に取り外し不可能に連結される、請求項１７に記載
の使い捨て床仕上げ剤供給システム。
【請求項１９】
　前記貯蔵器が前記貯蔵器の長さを延びる細長い凹部をさらに備え、前記細長い凹部が、
床仕上げ剤塗布用具のハンドルを受けかつ前記貯蔵器の重量を前記ハンドルの実質的に全
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円周周りに分布させるように寸法設定されかつ構成される、請求項１７に記載の使い捨て
床仕上げ剤供給システム。
【請求項２０】
　前記細長い凹部が、前記ハンドルとの締まり嵌めをもたらすように前記凹部内に延びる
複数の突起部を備える、請求項１９に記載の使い捨て床仕上げ剤供給システム。
【請求項２１】
　前記貯蔵器が、前記細長い凹部に対して実質的に垂直な向きに位置決めされるとき、前
記貯蔵器の重心が前記凹部内に位置決めされる、請求項１９に記載の使い捨て床仕上げ剤
供給システム。
【請求項２２】
　前記開口部を取り囲む前記貯蔵器の内部領域がじょうご形状の形態を備える、請求項１
７に記載の使い捨て床仕上げ剤供給システム。
【請求項２３】
　床仕上げ剤を選択的に分配するための開口部を有する、床仕上げ剤を収容しかつ床仕上
げ剤塗布用具に連結されるようになされた貯蔵器と、
　導管の近位端部が前記貯蔵器の前記開口部に取り外し不可能に連結され、前記導管が前
記貯蔵器から離れて延び、前記導管の前記遠位端部がシールされる、近位端部および遠位
端部を有する導管であって、前記使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムが床仕上げ剤を
分配できるように床仕上げ剤塗布用具に連結された後、前記導管の前記遠位端部の封が切
られる導管とを備える、使い捨て可能な床仕上げ剤供給システム。
【請求項２４】
　前記貯蔵器が、前記貯蔵器に連結され、部材が前記貯蔵器から分離切断されるとき通気
孔をもたらす分離切断部材をさらに備える、請求項２３に記載の使い捨て床仕上げ剤供給
システム。
【請求項２５】
　前記貯蔵器が前記貯蔵器の長さを延びる細長い凹部をさらに備え、前記細長い凹部が、
床仕上げ剤塗布用具のハンドルを受けかつ前記貯蔵器の重量を前記ハンドルの実質的に全
円周周りに分布させるように寸法設定され構成される、請求項２３に記載の使い捨て床仕
上げ剤供給システム。
【請求項２６】
　前記細長い凹部が、前記ハンドルとの締まり嵌めをもたらすように前記凹部内に延びる
複数の突起部を備える、請求項２５に記載の使い捨て床仕上げ剤供給システム。
【請求項２７】
　前記貯蔵器が前記細長い凹部に対して実質的に垂直な向きに位置決めされるとき、前記
貯蔵器の重心が前記凹部内に位置決めされる、請求項２３に記載の使い捨て床仕上げ剤供
給システム。
【請求項２８】
　前記開口部を取り囲む前記貯蔵器の内部領域がじょうご形状の形態を備える、請求項２
３に記載の使い捨て床仕上げ剤供給システム。
【請求項２９】
　長手方向寸法と２つの横方向寸法を有する、実質的に密閉された領域を画成する複数の
壁と、
　前記複数の壁のうちの少なくとも１つに画成され、閉鎖部によって閉じられるようにな
された開口部と、
　床用具のハンドルを受けるようになされた長手方向に延びる凹部とを備え、
　前記貯蔵器が前記長手方向に延びる凹部に対して実質的に垂直な向きに位置決めされる
とき、前記貯蔵器が前記凹部内に位置決めされる重心をさらに備える、床用具のハンドル
上に受けられるようになされた貯蔵器。
【請求項３０】
　前記貯蔵器が、前記貯蔵器に連結され、部材が前記貯蔵器から分離切断されるとき通気
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孔をもたらす分離切断部材をさらに備える、請求項２９に記載の貯蔵器。
【請求項３１】
　前記凹部が、前記貯蔵器の重量を前記ハンドルの実質的に全円周周りに分布させるよう
に寸法設定されかつ構成される、請求項２９に記載の貯蔵器。
【請求項３２】
　前記凹部が、ハンドルとの締まり嵌めをもたらすように前記凹部内に延びる複数の突起
部を備える、請求項２９に記載の貯蔵器。
【請求項３３】
　前記開口部を取り囲む前記貯蔵器の内部領域がじょうご形状の形態を備える、請求項２
９に記載の貯蔵器。
【請求項３４】
　前記開口部に隣接する領域に、閉鎖部が前記開口部から取り外されるのを防止する装置
が設けられる、請求項２９に記載の貯蔵器。
【請求項３５】
　パッドと、
　前記パッドに連結されるヘッドと、
　前記ヘッドに連結されるハンドルと、
　前記ハンドルに連結される貯蔵器であって、
　　１つの長手方向の寸法および２つの横方向の寸法を有する、実質的に密閉された領域
を画成する複数の壁と、
　　前記複数の壁のうちの少なくとも１つに画成され、閉鎖部によって閉鎖されるように
なされた開口部と、
　　前記ハンドルを受けるようになされた長手方向に延びる凹部とを備え、
　　前記貯蔵器が前記ハンドルに連結されかつ前記長手方向に延びる凹部に対して実質的
に垂直な向きで位置決めされるとき、前記ハンドルによって占有される前記凹部内に位置
決めされる重心をさらに備える貯蔵器とを備える、床用具。
【請求項３６】
　床仕上げ剤を選択的に分配するための開口部を有する、床仕上げ剤を収容しかつ床仕上
げ剤塗布用具に連結されるようになされた貯蔵器と、
　前記開口部に連結され、前記貯蔵器から選択的に取り外し可能な第１の閉鎖部と、
　前記貯蔵器の前記開口部に取り外し不可能に連結されるようになされた第２の閉鎖部と
、
　導管の近位端部が前記第２の閉鎖部に連結され、かつ前記導管の遠位端部が選択的に取
り外し可能なシールでシールされる、前記第２の閉鎖部に連結され、近位端部および遠位
端部を有する導管とを備え、
　使用中、前記第１の閉鎖部が前記貯蔵器から取り外されかつ前記第２の閉鎖部が前記貯
蔵器に取り外し不可能に取り付けられ、かつ前記貯蔵器、第２の閉鎖部、および導管が、
床仕上げ剤を分配できるように床仕上げ剤塗布用具に連結された後、前記導管の前記遠位
端部の封が切られる、床仕上げ剤塗布用具の使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムを交
換するためのキット。
【請求項３７】
　床仕上げ剤塗布用具に連結されるようになされた床仕上げ剤塗布パッドをさらに備える
、請求項３６に記載のキット。
【請求項３８】
　近位端部および遠位端部を有するハンドルと、
　床に隣接して置かれるようになされた第１の部分と前記床に隣接して置かれるようにな
された第２の部分を含む、前記ハンドルの遠位端部に連結される床仕上げ剤塗布ヘッドで
あって、前記第１の部分が前記ハンドルに連結され、前記第２の部分から前記床に加えら
れる圧力が前記ハンドルを介して前記第１の部分に加えられる圧力と実質的に独立になる
ように、前記第２の部分が蝶番部材を介して前記第１の部分に連結される床仕上げ剤塗布
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ヘッドと、
　前記ヘッドに連結され、かつ前記ヘッドの第１および第２の部分と前記床の間に位置決
めされる床仕上げ剤塗布器パッドとを備える、床に床仕上げ剤を塗布するための床仕上げ
剤塗布用具。
【請求項３９】
　前記ハンドルに連結されかつ前記ヘッドに隣接する床表面に床仕上げ剤を供給するよう
になされた床仕上げ剤貯蔵器をさらに備える、請求項３８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４０】
　前記ハンドルの前記近位端部に隣接して前記ハンドルに連結されるアクチュエータと、
　前記ハンドルの前記遠位端部に隣接して前記ハンドルに連結されかつ前記アクチュエー
タに連結されるバルブであって、前記アクチュエータの操作が選択的に前記バルブを作動
させるバルブと、
　前記ハンドルに連結される、交換可能な床仕上げ剤貯蔵器を受けるためのハウジングと
をさらに備え、
　前記床仕上げ剤貯蔵器が前記貯蔵器開口部に連結され、かつ前記貯蔵器から離れて延び
る導管を有し、前記導管が、前記ハウジング内の開口部を貫通して延び、前記バルブのそ
のような作動が、床仕上げ剤が前記床仕上げ剤貯蔵器から分配されるのを防止するように
前記導管を選択的に圧縮するように、前記バルブを貫通して延びる、請求項３９に記載の
床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４１】
　前記バルブが開口部を画成する第１の部材と、前記第１の部材内の前記開口部に対して
移動可能な第２の部材とを有する、請求項４０に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４２】
　前記ヘッドの前記第１の部分に隣接して位置決めされる第１の材料と前記ヘッドの前記
第２の部分に隣接して位置決めされる第２の材料とをさらに備え、前記第１の材料が前記
床仕上げ剤を広げるように構成され、前記第２の材料が前記第１の材料によって前記床仕
上げ剤が広げられた後、それを平滑化するように構成される、請求項３８に記載の床仕上
げ剤塗布用具。
【請求項４３】
　前記第１の材料が、相互連通する空洞の３次元に延びるネットワークを有する連続材料
を備え、前記第２の材料が細い繊維の布を備える、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用
具。
【請求項４４】
　前記第１の材料が開放セル材料である、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４５】
　前記第１の材料が、開放セル発泡体、スポンジ、ブラシ、開放編み上げ材料、開放セル
不織材料、開放編み上げ繊維、およびニードルパンチ不織材料のうちの少なくとも１つを
備える、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４６】
　前記第２の材料が細い材料である、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４７】
　前記第２の材料が、細い繊維で織られた布および細い繊維の不織布のうちの少なくとも
１つを備える、請求項４６に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４８】
　前記第２の材料が、フリース、フェルト、マイクロファイバー、およびパイル生地のう
ちの１つである、請求項４６に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項４９】
　前記第１の材料が相対的に粗い、開放セル材料であり、前記第２の材料が相対的に柔ら
かな、細い材料である、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５０】
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　前記第１の材料が固い繊維を有する床仕上げ剤分布材料を備え、前記第２の材料が吸着
性繊維を有する床仕上げ剤仕上げ材料である、請求項４２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５１】
　前記固い繊維および前記吸着性繊維が異なるデニールを有する同じ種類の材料の繊維を
備える、請求項５０に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５２】
　前記固い繊維が前記吸着性繊維に対して相対的に大きなデニールを有する、請求項５１
に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５３】
　前記床仕上げ剤分布材料が大きなデニールの繊維を備え、前記床仕上げ剤仕上げ材料が
小さなデニールの繊維を備える、請求項５０に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５４】
　前記固い繊維が高い曲げ剛性と高い弾力性を有する、請求項５０に記載の床仕上げ剤塗
布用具。
【請求項５５】
　前記固い繊維が低い水吸収性、低い圧縮性、および低い柔軟性を有する、請求項５０に
記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５６】
　前記床仕上げ剤仕上げ材料が、所望されない筋またはブラシ・マークを残さずに平滑な
床仕上げ剤被覆をもたらすことができる材料を備える、請求項５０に記載の床仕上げ剤塗
布用具。
【請求項５７】
　前記床仕上げ剤仕上げ材料がマイクロファイバー材料である、請求項５０に記載の床仕
上げ剤塗布用具。
【請求項５８】
　ハンドルと、
　前記ハンドルの端部に取り付けられる床仕上げ剤塗布ヘッドと、
　前記ヘッド連結されかつ床仕上げ剤分布材料と床仕上げ剤仕上げ材料とを備える塗布器
パッドであって、前記床仕上げ剤分布材料が、前記ヘッドに連結されかつ前記ヘッドの下
で支持され、かつ前記ヘッドに加えられる荷重を介した塗布器パッドの圧縮を実質的に防
止する固い繊維を含み、前記床仕上げ剤仕上げ材料が前記床仕上げ剤分布材料に隣接して
位置決めされ、前記床仕上げ剤仕上げ材料の相当な部分が、前記ハンドルを介して前記ヘ
ッドに加えられる圧力に関係なく前記床に実質的に連続する力を加えるために前記床上で
自由に浮遊するように前記ヘッドの下から突起する、床仕上げ組成物を床に塗布するため
の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項５９】
　前記床仕上げ剤仕上げ材料が吸着性繊維を備える、請求項５８に記載の床仕上げ剤塗布
用具。
【請求項６０】
　前記吸着性繊維がマイクロファイバーである、請求項５９に記載の床仕上げ剤塗布用具
。
【請求項６１】
　前記固い繊維がポリプロピレン、ポリエチレン、およびポリエステル繊維およびそれら
の組合せから選択される繊維を備え、前記吸着性繊維がポリエステル繊維を備える、請求
項５８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６２】
　前記床仕上げ剤分布材料および前記床仕上げ剤仕上げ材料が、異なるデニールを有する
同じ種類の材料の繊維を備える、請求項５８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６３】
　前記床仕上げ剤分布材料が大きなデニールの繊維を備え、前記床仕上げ剤仕上げ材料が
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小さなデニールの繊維を備える、請求項６２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６４】
　前記床仕上げ剤分布材料が最小の引っ張り抵抗で前記床仕上げ剤を広げるように構成さ
れる材料を備え、前記床仕上げ剤仕上げ材料が、前記床仕上げ剤が前記床仕上げ剤分布材
料によって広げられた後、それを平滑にするように構成される材料を備える、請求項５８
に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６５】
　前記床仕上げ剤分布材料が開放セル材料であり、前記床仕上げ剤仕上げ材料が大幅によ
り少ない開放セルを備える、請求項６４に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６６】
　前記ヘッドに隣接して位置決めされかつ前記床上で支持される重りの付いた部材をさら
に備え、前記重りの付いた部材が、蝶番を介して前記ヘッドに連結され、かつ前記ハンド
ルを介して前記ヘッドに加えられる力に関係なく前記床仕上げ剤仕上げ材料および床に対
して連続した力を与えるように前記床仕上げ剤仕上げ材料上に少なくとも部分的に位置決
めされる、請求項５８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６７】
　前記ハンドルを介して前記ヘッドに加えられる力に関係なく前記床仕上げ剤仕上げ材料
および床に対して連続した力を与える、前記ヘッドに隣接して位置決めされかつ前記床仕
上げ剤仕上げ材料に連結される重りの付いた部材をさらに備える、請求項５８に記載の床
仕上げ剤塗布用具。
【請求項６８】
　ハンドルと、
　前記ハンドルに連結される主本体と蝶番部材を介して前記主本体部分に連結される自由
浮遊部分を備える、前記ハンドルの端部に取り付けられる床仕上げ剤塗布ヘッドであって
、前記ハンドルを介して主本体部分に加えられる圧力が作業者によって前記ハンドルに加
えられる力に依存し、前記自由浮遊部分から前記床に加えられる圧力が前記ハンドルに加
えられる前記力から実質的に独立である床仕上げ剤塗布ヘッドと、
　床仕上げ剤分布材料および前記床仕上げ剤分布材料に隣接して位置決めされる床仕上げ
剤仕上げ材料を備える塗布器パッドであって、前記床仕上げ剤分布材料が前記ヘッドの主
本体部分に連結され、前記床仕上げ剤仕上げ材料が前記ヘッドの前記自由浮遊部分に連結
され、かつ前記床仕上げ剤分布材料が前記ヘッドに加えられる荷重を介した塗布器パッド
の圧縮を実質的に防止し、かつ床仕上げ剤を前記塗布器パッドの全面に実質的にむらなく
広げ、かつ前記床仕上げ剤仕上げ材料が所望されない筋またはブラシ・マークを残さずに
平滑な床仕上げ剤被覆をもたらす塗布器パッドとを備える、床に床仕上げ組成物を塗布す
るための床仕上げ剤塗布用具。
【請求項６９】
　前記床仕上げ剤仕上げ材料が吸着性繊維を備える、請求項６８に記載の床仕上げ剤塗布
用具。
【請求項７０】
　前記吸着性繊維がマイクロファイバーである、請求項６９に記載の床仕上げ剤塗布用具
。
【請求項７１】
　前記床仕上げ剤分布材料が、ポリプロピレンおよびポリエチレン繊維およびそれらの組
合せから選択され、前記吸着性繊維がポリエステル繊維を備える、請求項６９に記載の床
仕上げ剤塗布用具。
【請求項７２】
　前記床仕上げ剤分布材料および前記床仕上げ剤仕上げ材料が、異なるデニールを有する
材料の同じ種類の材料の繊維を備える、請求項６８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項７３】
　前記床仕上げ剤分布材料が大きなデニールの繊維を備え、前記床仕上げ剤仕上げ材料が
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小さなデニールの繊維を備える、請求項７２に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項７４】
　前記床仕上げ剤分布材料が開放セル材料であり、前記床仕上げ剤仕上げ材料が大幅によ
り少ない開放セルを備える、請求項６８に記載の床仕上げ剤塗布用具。
【請求項７５】
　第１の連続材料を備える第１の部分と、
　前記第１の部分に隣接して位置決めされる、第２の連続材料を備える第２の部分とを備
え、
　前記第１の連続材料が、前記第１の部分に加えられる圧力に関係なく前記床仕上げ剤を
実質的に一様に広げるように構成される相対的に大きな相互連通する空洞の３次元に延び
るネットワークを備え、
　前記第２の連続材料が、前記第１の材料によって前記床仕上げ剤が広げられた後、それ
を平滑にするように構成される相対的に細い材料を備える、床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項７６】
　前記第１の連続材料が開放セル材料を備える、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッ
ド。
【請求項７７】
　前記第１の連続材料が、開放セル発泡体、スポンジ、ブラシ、開放セル不織材料、開放
編み上げ材料、およびニードルパンチ不織材料のうちの少なくとも１つを備える、請求項
７６に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項７８】
　前記第２の連続材料が、細い繊維で織られた布および細い繊維の不織布のうちの少なく
とも１つを備える、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項７９】
　前記第２の連続材料が、フリース、フェルト、マイクロファイバー、およびパイル生地
のうちの１つである、請求項７８に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８０】
　前記第１の連続材料が相対的に粗い、開放セル材料であり、前記第２の連続材料が相対
的に柔らかな、細い材料である、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８１】
　前記第１の連続材料が相対的に固い繊維を備え、前記第２の連続材料が吸着性繊維を備
える、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８２】
　前記固い繊維および前記吸着性繊維が、異なるデニールを有する同じ種類の材料の繊維
を備える、請求項８１に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８３】
　前記固い繊維が、前記吸着性繊維に対して相対的に大きなデニールを有する、請求項８
１に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８４】
　前記固い繊維が高い曲げ剛性と高い弾力性を有する、請求項８１に記載の床仕上げ剤塗
布パッド。
【請求項８５】
　前記固い繊維が低い水吸収性、低い圧縮性、および低い柔軟性を有する、請求項８１に
記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８６】
　前記第１の連続材料が大きなデニールの繊維を備え、前記第２の連続材料が小さなデニ
ールの繊維を備える、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８７】
　前記第１の部分が前記パッドの少なくとも連続する５０％を含む、請求項７５に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
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【請求項８８】
　前記第１の部分が前記パッドの少なくとも連続する６０％を含む、請求項７５に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項８９】
　前記第１の部分が前記パッドの少なくとも連続する７０％を含む、請求項７５に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９０】
　前記第１の部分が前記パッドの少なくとも連続する７５％を含む、請求項７５に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９１】
　大量の床仕上げ剤を前記パッドの前の単一の位置から前記パッドの外側縁部まで分布さ
せるようになされた第３の連続材料を備える、前記第１の部分に隣接して位置決めされる
第３の部分をさらに備える、請求項７５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９２】
　前記第３の連続材料が吸収性材料である、請求項９１に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９３】
　前記第３の連続材料が前記第２の材料と同じ材料である、請求項９１に記載の床仕上げ
剤塗布パッド。
【請求項９４】
　前記第１の部分が前記塗布パッドの少なくとも連続する５０％を含み、前記第３の部分
が前記塗布パッドの連続する約１０％より少なく含む、請求項９３に記載の床仕上げ剤塗
布パッド。
【請求項９５】
　第１の連続材料を備える第１の部分と、
　前記第１の部分に隣接して位置決めされる、第２の連続材料を備える第２の部分と、
　第２の部分と反対側で前記第１の部分に隣接して位置決めされる、第３の連続材料を備
える第３の部分とを備え、
　前記第１の連続材料が、前記第１の部分に加えられる圧力に関係なく前記床仕上げ剤を
実質的に一様に広げるように構成される相対的に大きな相互連通する空洞の３次元に延び
るネットワークを備え、
　前記第２の連続材料が、前記床仕上げ剤が前記第１の材料によって広げられた後、それ
を平滑化するように構成される相対的に細い材料を備え、
　前記第３の連続材料が、前記床仕上げ剤塗布パッドと係合しかつ大量の床仕上げ剤を前
記床仕上げ剤塗布パッドの全面に分布させるように構成される、相対的に細い材料を備え
る、床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９６】
　前記第１の部分が前記塗布パッドの少なくとも連続する５０％を含み、前記第３の部分
が前記床仕上げ剤塗布パッドの連続する約１０％より少なく含む、請求項９５に記載の床
仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９７】
　前記第３の部分が前記塗布パッドの連続する約５％より少なく含む、請求項９５に記載
の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９８】
　前記第１の部分が前記塗布パッドの少なくとも連続する６０％を含む、請求項９５に記
載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項９９】
　前記第３の連続材料が前記第２の材料と同じ材料である、請求項９５に記載の床仕上げ
剤塗布パッド。
【請求項１００】
　第３の連続材料が吸収性材料である、請求項９５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
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【請求項１０１】
　前記第１の連続材料が開放セル材料を備える、請求項９５に記載の床仕上げ剤塗布パッ
ド。
【請求項１０２】
　前記第１の連続材料が、開放セル発泡体、スポンジ、ブラシ、開放セル不織材料、開放
編み上げ材料、およびニードルパンチ不織材料のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１０１に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０３】
　前記第２の連続材料が、細い繊維で織られた布および細い繊維の不織布のうちの少なく
とも１つを備える、請求項９５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。　
【請求項１０４】
　前記第１の連続材料が相対的に粗い、開放セル材料であり、前記第２および第３の連続
材料が相対的に柔らかな、細い材料である、請求項９５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０５】
　前記第１の連続材料が大きなデニールの繊維を備え、前記第２および第３の連続材料が
小さなデニールの繊維を備える、請求項９５に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０６】
　パッドの約１０％より少なく含む第１の連続材料と、
　前記パッドの少なくとも５０％を含む、前記第１の連続材料に隣接して位置決めされる
第２の連続材料と、
　前記第２の連続材料に隣接して位置決めされる第３の連続材料とを備え、
　前記第１の連続材料が床仕上げ剤塗布パッドと係合し、大量の床仕上げ剤を床仕上げ剤
塗布パッドの全面に分布させるように構成され、
　前記第２の連続材料が、前記床仕上げ剤を実質的に一様に広げるように構成され、
　前記第３の連続材料が、前記床仕上げ剤が前記第１の材料によって広げられた後、それ
を平滑化するように構成される、床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０７】
　前記第２の連続材料が、相対的に大きな相互連通する空洞の３次元に延びるネットワー
クを備える、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０８】
　前記第１の連続材料が、前記第３の連続材料と同じ材料である、請求項１０６に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１０９】
　前記第１の連続材料が吸収性材料である、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッド
。
【請求項１１０】
　前記第２の連続材料が開放セル材料を備える、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パ
ッド。
【請求項１１１】
　前記第２の連続材料が、開放セル発泡体、スポンジ、ブラシ、開放セル不織材料、開放
編み上げ材料、およびニードルパンチ不織材料のうちの少なくとも１つを備える、
請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１１２】
　前記第３の連続材料が、細い繊維で織られた布および細い繊維の不織布のうちの少なく
とも１つを備える、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッド。　
【請求項１１３】
　前記第２の連続材料が、相対的に粗い、開放セル材料であり、前記第１および第３の連
続材料が相対的に柔らかな、細い材料である、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッ
ド。　
【請求項１１４】
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　前記第２の連続材料が大きなデニールの繊維を備え、前記第１および第３の連続材料が
小さなデニールの繊維を備える、請求項１０６に記載の床仕上げ剤塗布パッド。　
【請求項１１５】
　前記第１の連続材料が前記塗布パッドの約５％より少なく含む、請求項１０６に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【請求項１１６】
　前記第２の連続材料が、塗布パッドの少なくとも６０％を含む、請求項１０６に記載の
床仕上げ剤塗布パッド。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　床の表面などの表面に床仕上げ剤（例えば、床ワックス、ポリウレタン、または他の床
仕上げまたは床シール材料等）を塗布するのに使用される型式のモップのようなアセンブ
リはよく知られており、本明細書ではこの後一般的に床仕上げ剤塗布用具またはアセンブ
リと呼ばれる。いくつかの従来型の床仕上げ剤塗布用具は一般に、床仕上げ剤塗布ヘッド
およびヘッドに枢動可能に取り付けられたハンドルを含む。バルブ・アセンブリが、ヘッ
ドに隣接するハンドルに搭載され、貯蔵器から床への床仕上げ剤の流れを制御するために
床仕上げ剤と流体連通する。このバルブは、通常はバルブを通過する床仕上げ剤の流れを
停止させるために閉じられているが、床仕上げ剤がヘッドに近接する位置のところで床上
に置かれるようにバルブを通り流れ得るように手動で開けることができる。床仕上げ剤は
、ヘッドによって、またはより具体的にはヘッドに連結される塗布パッドによって表面上
に広げられる。
【０００２】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２００６年１２月２１日出願の米国特許仮出願第６０／８７１，２９５号に
対する優先権を主張し、参照によりその全体内容を本明細書に組み込む。
【０００３】
　そのようなアセンブリは、それらが各使用間で完全に清掃される場合は効果的に使用す
ることができるけれども、床仕上げ剤が使用間でバルブ・アセンブリ内に残ったままにさ
れる場合は、重大な問題が起きる可能性がある。そのような液体は、バルブの出口開口部
を介して大気に曝されるとき濃縮しかつ／または固化し、濃縮したまたは固化した材料の
ために、バルブを粘着性にさせるまたは閉塞さえさせる場合がある。これは、用具への液
体供給システムが再度適切に動作するであろう前に、清掃を必要とする困難なかつ時間の
掛かる状況をもたらす。
【０００４】
　その上、これらの従来型のアセンブリは一般に、床に塗布される床仕上げ剤の量を正確
に制御しない。換言すれば、これらの装置は一般に床全体に床仕上げ剤の一貫した、均一
な層を供給しない。そうではなく、床仕上げ剤の厚さは一般に塗布される床仕上げ剤の量
、より具体的にはハンドルを介してヘッドに加えられる圧力によって決まる。一様な床仕
上げ剤厚さを可能にする能力なしでは、床仕上げ剤は無駄にされる可能性があり、かつ床
は床仕上げ剤のより多くの層を加えることなしでは一様な外観または保護（例えば、光沢
、磨り減り抵抗性等）を有さない可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許仮出願第６０／８７１，２９５号
【特許文献２】欧州特許第０９９７０９９号
【特許文献３】ＰＣＴ国際公開第８６／０５３７６号
【特許文献４】ドイツ国特許第２９３２１１０号
【特許文献５】米国特許第２，９５８，５９３号
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【特許文献６】米国特許第４，８９３，４３９号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、床に床仕上げ剤を塗布するための床仕上げ剤塗布用具に関する。いくつかの
実施形態は、時間の掛かる清掃作業の必要性をなくすために、供給ラインまたは貯蔵器な
どの使い捨てまたは迅速交換可能な機構が設けられる。いくつかの実施形態は、床全体で
実質的に一様な床仕上げ剤厚さを可能にするように、広げるまたは分布させる部分および
平らにする部分を有する蝶番または連接ヘッドが設けられる。
【０００７】
　いくつかの実施形態は、床などの基板表面上に床仕上げ組成物を塗布するのに有用なユ
ニークな床仕上げ剤塗布器パッドも特徴とする。本発明の塗布器パッドは、少なくとも２
つの異なる種類の材料から構成されることができる。第１の材料は、塗布器パッドに圧縮
強度を与えるのを助け、床全体にわたり大量の床仕上げ剤を実質的に一様に広げる機能を
果たす床仕上げ剤分布材料である。この床仕上げ剤分布材料は、隣接する繊維の間の隙間
は開いておりそれによって相互連通する空洞の３次元で延びるネットワークが作り出され
る、例えば、固い繊維、大きなデニールの繊維、または織り交ぜられたランダムに延びる
柔軟性のある繊維から形成される開いた不織３次元ウエブから構成することができる。第
２の材料は、床仕上げ剤塗布の結果として残される筋、ブラシ・マークまたは他のマーク
などの塗布マークが実質的にない平滑な、むらのない被覆に結果としてなるように、（第
１の材料によって）既に広げられた床仕上げ剤を平らにするのに適した、マイクロファイ
バーなどの吸着性の、または小さなデニールの繊維から通常構成される床仕上げ剤仕上げ
材料である。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態は、床に床仕上げ剤を塗布するための床仕上げ剤塗布用具
を提供する。この床仕上げ剤塗布用具は、床仕上げ剤塗布ヘッドと、ヘッドに枢動的に取
り付けられる第１の端部と第１の端部と反対側の第２の端部を有する細長いハンドルを備
え、第２の端部はヘッドを床に沿って移動させるように手動で係合可能である。この床仕
上げ剤塗布用具は、ハンドルの第１の端部に隣接してハンドルに連結されるバルブ・アセ
ンブリも備える。このバルブは開口部を画成し、かつバルブを通る床仕上げ剤の流れを停
止させる閉位置とバルブを通る床仕上げ剤の流れを可能にする開位置の間をこの開口部内
で移動可能な部材を有する。この床仕上げ剤塗布用具は、バルブ・アセンブリの上方でハ
ンドル上に選択的に支持される、床仕上げ剤を収容する貯蔵器と、貯蔵器に連結され、貯
蔵器から床まで床仕上げ剤を運搬するためにヘッドに向かって延びるある長さのチューブ
も備える。このチューブは、バルブ・アセンブリ内の開口部を貫通して延び、バルブ部材
によって選択的に、弾性的に圧縮することができる。バルブ部材は、閉位置である長さの
チューブを通る床仕上げ剤の流れを停止させるように、ある長さのチューブの両側を一緒
に圧す。バルブ部材が開位置にあるとき、ある長さのチューブの両側の分離およびある長
さのチューブを通る床仕上げ剤の流れを可能にするように、チューブの両側は弾性的に広
がる。貯蔵器内の床仕上げ剤が使い果たされたとき、貯蔵器およびチューブは床仕上げ剤
塗布用具から取り外され交換される。いくつかの実施形態はハンドルに連結されるスリー
ブも含み、このスリーブは、貯蔵器の少なくとも一部分を受け、かつ選択的に貯蔵器をハ
ンドルに連結させるような形状にされかつ構成される。
【０００９】
　別の具体的な実施形態では、この床仕上げ剤塗布用具は、近位端部および遠位端部を有
するハンドルと、ハンドルに連結されるアクチュエータと、ハンドルの遠位端部に隣接し
てハンドルに連結されかつアクチュエータに連結されるバルブとを備え、アクチュエータ
の操作は選択的にバルブを作動させる。この用具は、ハンドルの遠位端部に連結されるヘ
ッドも備え、かつ脱着可能な床仕上げ剤塗布器パッドを保持するための機械的な固定具を
さらに備える。この用具は、ハンドルに連結される交換可能な床仕上げ剤貯蔵器を受ける
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ためのハウジングと、このハウジング内に受けられるようになされた交換可能な床仕上げ
剤貯蔵器も備え、この交換可能な床仕上げ剤貯蔵器は、貯蔵器の開口部に連結されかつ貯
蔵器から離れて延びる導管を有する。床仕上げ剤貯蔵器がハウジングに連結されるとき、
導管はハウジング内の開口部を貫通して延び、かつバルブの作動は、交換可能な床仕上げ
剤貯蔵器からの床仕上げ剤の分配を防止するようにこの導管を選択的に圧縮する。この交
換可能な床仕上げ剤貯蔵器は、導管をバルブから取り外し、貯蔵器および導管を単一のア
センブリとしてハウジングから後退させることによって交換される。
【００１０】
　別の具体的な実施形態では、この床仕上げ剤塗布用具はハンドルとハンドルに連結され
る床仕上げ剤塗布ヘッドを備える。このヘッドは、床に隣接して置かれるようになされた
第１の部分と床に隣接して置かれるようになされた第２の部分とを含み、第１の部分はハ
ンドルに連結され、第２の部分は、第２の部分から床に加えられる圧力がハンドルを介し
て第１の部分に加えられる圧力から実質的に独立であるように、蝶番部材を介して第１の
部分に連結される。この床仕上げ剤塗布用具は、ヘッドに連結され、ヘッドの第１および
第２の部分と床との間に位置決めされる床仕上げ剤塗布パッドも備える。いくつかの実施
形態ではこの用具は、ハンドルに連結され、ヘッドに隣接する床表面に床仕上げ剤を供給
するようになされた床仕上げ剤貯蔵器をさらに備える。いくつかの実施形態は、ハンドル
に連結されるアクチュエータとハンドルに連結されかつアクチュエータに連結されるバル
ブも備え、アクチュエータの操作は選択的にこのバルブを作動させる。いくつかの実施形
態では、交換可能な床仕上げ剤貯蔵器を受けるためのハウジングがハンドルに連結され、
床仕上げ剤貯蔵器は貯蔵器の開口部に連結され、貯蔵器から離れて延びる導管を有する。
この導管はハウジング内の開口部を貫通して延びかつバルブを貫通して延び、バルブのそ
のような作動は、床仕上げ剤貯蔵器からの床仕上げ剤の分配を防止するように導管を選択
的に圧縮する。いくつかの実施形態では、床仕上げ剤塗布器パッドはヘッドの第１の部分
に隣接して位置決めされる第１の材料、およびヘッドの第２の部分に隣接して位置決めさ
れる第２の材料をさらに備える。第１の材料は床仕上げ剤を広げるように構成され、第２
の材料は、床仕上げ剤が第１の材料によって広げられた後、それを平滑化するように構成
される。第１の材料は、相互連通する空洞の３次元に延びるネットワークを有する連続材
料を備えることができ、第２の材料は連続する細い繊維の布を備えることができる。いく
つかの実施形態では、この第１の材料は相対的に粗い、開放セル材料であり、第２の材料
は相対的に柔らかな、細い材料である。いくつかの実施形態では、この第１の材料は固い
繊維を有する床仕上げ剤分布材料を備え、第２の材料は、吸着性繊維を有する床仕上げ剤
仕上げ材料である。
【００１１】
　別の具体的な実施形態では、この床仕上げ剤塗布用具は、ハンドルと、ハンドルの端部
に取り付けられる床仕上げ剤塗布ヘッドと、ヘッドに連結され、床仕上げ剤分布材料およ
び床仕上げ剤仕上げ材料を備える塗布器パッドとを備え、この床仕上げ剤分布材料はヘッ
ドに連結されかつヘッドの下で支持され、床仕上げ剤仕上げ材料は床仕上げ剤分布材料に
隣接して位置決めされ、床仕上げ剤仕上げ材料のかなりの部分が、ハンドルを介してヘッ
ドに加えられる圧力に関係なく床に実質的に連続な力を加えるように床上で自由に浮遊す
るように、ヘッドの下から突起する。床仕上げ剤分布材料は、ヘッド加えられる荷重を介
した塗布器パッドの圧縮を実質的に防止する、固い繊維を含む。いくつかの実施形態の床
仕上げ剤仕上げ材料は、マイクロファイバーなどの吸着性繊維を備える。いくつかの実施
形態では、床仕上げ剤分布材料および床仕上げ剤仕上げ材料は、異なるデニールまたは他
の物理的特性を有する同じ種類の材料の繊維を備える。例えば、床仕上げ剤分布材料は大
きなデニールの繊維を備え、床仕上げ剤仕上げ材料は小さなデニールの繊維を備える。い
くつかの実施形態では、床仕上げ剤分布材料は、最小の引っ張り抵抗（引き摺り抵抗）で
床仕上げ剤を広げるように構成される材料を備え、床仕上げ剤仕上げ材料は、床仕上げ剤
が床仕上げ剤分布材料によって広げられた後、それを平滑化するように構成される材料を
備える。いくつかの実施形態では、床仕上げ剤分布材料は開放セル材料であり、床仕上げ
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剤仕上げ材料は大幅により少ない開放セルを備える。いくつかの実施形態は、ヘッドに隣
接して位置決めされかつ床に隣接して支持される重りの付いた部材も備える。この重りの
付いた部材は、蝶番を介してヘッドに連結され、かつハンドルを介してヘッドに加えられ
る力に関係なく床仕上げ剤仕上げ材料および床に連続的な力を与えるように、少なくとも
部分的に床仕上げ剤仕上げ材料上に位置決めされる。いくつかの実施形態では、この重り
の付いた部材は、ヘッドに隣接して位置決めされ、ヘッドへのどのような他の結合もなし
に床仕上げ剤仕上げ材料に連結される。
【００１２】
　他の具体的な実施形態では、この床仕上げ剤塗布用具は、ハンドルと、ハンドルの端部
に取り付けられる床仕上げ剤塗布ヘッドと、床仕上げ剤分布材料および床仕上げ剤分布材
料に隣接して位置決めされる床仕上げ剤仕上げ材料を備える塗布器パッドとを備える。こ
のヘッドは、ハンドルに連結される主本体部分と、蝶番部材を介して主本体部分に連結さ
れる自由浮遊部分とを備え、ハンドルを介して主本体部分に加えられる圧力は作業者によ
ってハンドルに加えられる力に依存し、この自由浮遊部分から床に加えられる圧力は、ハ
ンドルに加えられる力から実質的に独立である。床仕上げ剤分布材料はヘッドの主本体部
分に連結され、床仕上げ剤仕上げ材料はヘッドの自由浮遊部分に連結される。この床仕上
げ剤分布材料は、ヘッドに加えられる荷重を介した塗布器パッドの圧縮を実質的に防止し
、床仕上げ剤を塗布器パッドの全面に実質的にむらなく広げる。床仕上げ剤仕上げ材料は
、所望されない筋またはブラシ・マークを残さずに平滑な床仕上げ剤被覆を提供する。い
くつかの実施形態では、この床仕上げ剤仕上げ材料は、マイクロファイバーなどの吸着性
繊維を備える。この床仕上げ剤分布材料は開放セル材料であることができ、床仕上げ剤仕
上げ材料は大幅により少ない開放セル材料であることができる。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態は床に保護床仕上げ剤を塗布する方法に関する。一実施形
態のこの方法は、上記で説明された床仕上げ剤塗布用具を準備することと、バルブ・アセ
ンブリを閉位置から開位置に作動させることとを含む。この方法は、バルブ・アセンブリ
を開位置に作動させるのに応答して床上に床仕上げ剤を分配することと、分配された床仕
上げ剤をヘッドで床全体に広げることと、貯蔵器が空になった後、貯蔵器をハンドルから
かつチューブをバルブから取り外すことをさらに含む。この貯蔵器およびチューブは、用
具から単一のアセンブリとして取り外すことができる。いくつかの実施形態は、チューブ
を第２の貯蔵器に連結することと、第２の貯蔵器をハンドルに連結することと、チューブ
をバルブ・アセンブリ内の開口部を貫通して延ばすことと、バルブ・アセンブリを閉位置
から開位置に作動させることと、バルブ・アセンブリを開位置に作動させるのに応答して
床仕上げ剤を床上に分配することと、分配された床仕上げ剤をヘッドで床全体に広げるこ
ととをさらに含む。
【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態は、使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムを対象とする
。この使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムは、床仕上げ剤を収容しかつ床仕上げ剤塗
布用具に連結するようになされた貯蔵器を備え、この貯蔵器は、床仕上げ剤を選択的に分
配するための開口部、および部材が貯蔵器から分離切断されるとき、通気孔をもたらす分
離切断部材を有する。いくつかの実施形態のこの使い捨て可能な床仕上げ剤供給システム
は、近位端部および遠位端部を有する導管も含み、導管の近位端部は貯蔵器の開口部に連
結され、かつこの導管は貯蔵器から離れて延びる。導管の遠位端部はシールされ、床仕上
げ剤を分配できるように使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムが床仕上げ剤塗布用具に
連結された後、導管のこの遠位端部は封が切られる。いくつかの実施形態では、この導管
は貯蔵器の開口部に取り外し不可能に連結される。いくつかの実施形態では、この貯蔵器
は貯蔵器の長さを延びる細長い凹部を備え、この細長い凹部は、床仕上げ剤塗布用具のハ
ンドルを受け、かつ貯蔵器の重量をハンドルの実質的に全円周周りに分布させるように寸
法設定されかつ構成される。この細長い凹部は、ハンドルとの締まり嵌めを可能にするよ
うに凹部内に延びる複数の突起部を備えることができる。いくつかの実施形態では、貯蔵
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器の重心は、貯蔵器が細長い凹部に対して実質的に垂直な向きで位置決めされるとき、凹
部内に位置決めされる。
【００１５】
　別の実施形態では、この使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムは、床仕上げ剤を収容
しかつ床仕上げ剤塗布用具に連結されるようになされた貯蔵器を備え、この貯蔵器は、床
仕上げ剤を選択的に分配するための開口部を有する。この使い捨て可能な床仕上げ剤供給
システムは、近位端部および遠位端部を有する導管も備え、導管の近位端部は貯蔵器の開
口部に取り外し不可能に連結され、かつ導管は貯蔵器から離れて延びる。導管の遠位端部
はシールされ、床仕上げ剤を分配できるように使い捨て可能な床仕上げ剤供給システムが
床仕上げ剤塗布用具に連結された後、導管の遠位端部の封が切られる。いくつかの実施形
態では、この貯蔵器は、貯蔵器に連結され、部材が貯蔵器から分離切断されるとき通気孔
をもたらす分離切断部材をさらに備える。いくつかの実施形態では、この貯蔵器は、貯蔵
器の長さを延びる細長い凹部をさらに備え、この細長い凹部は、床仕上げ剤塗布用具のハ
ンドルを受け、かつ貯蔵器の重量をハンドルの実質的に全円周周りに分布させるように寸
法設定されかつ構成される。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態は、床用具のハンドル上に受けられるようになされた貯蔵
器を対象とする。この貯蔵器は、実質的に密閉された領域を画成する複数の壁を備え、一
開口部が、複数の壁のうちの少なくとも１つの中に画成され、閉鎖部によって閉じられる
ようになされている。長手方向に延びる凹部が、壁のうちの少なくとも１つの中に画成さ
れ、床用具のハンドルを受けるようになされている。この貯蔵器は、貯蔵器が長手方向に
延びる凹部に対して実質的に垂直な向きに位置決めされるとき、凹部内に位置決めされる
重心をさらに備える。そのようなものとして、この凹部は、貯蔵器の重量を実質的にハン
ドルの全円周周りに分布させるように寸法設定されかつ構成される。いくつかの実施形態
では、この貯蔵器は、貯蔵器に連結されかつ部材が貯蔵器から分離切断されるとき通気孔
をもたらす分離切断部材をさらに備える。いくつかの実施形態では、この凹部は、ハンド
ルとの締まり嵌めをもたらすように凹部内に延びる複数の突起部を備える。
【００１７】
　いくつかの実施形態は、パッドを備える床用具、パッドに連結されるヘッド、ヘッドに
連結されるハンドルおよびハンドルに連結される貯蔵器を対象にしている。この貯蔵器は
、実質的に密閉された領域を画成する複数の壁を備え、一開口部が、複数の壁のうちの少
なくとも１つ内に画成され、閉鎖部によって閉鎖されるようになされている。長手方向に
延びる凹部が、壁のうちの少なくとも１つ内に画成され、床用具のハンドルを受けるよう
になされている。この貯蔵器は、貯蔵器が長手方向に延びる凹部に対して実質的に垂直な
向きで位置決めされるとき、凹部内に位置決めされる重心をさらに備える。
【００１８】
　いくつかの実施形態は、床仕上げ剤塗布用具の使い捨て可能な床仕上げ剤供給システム
を交換するためのキットを対象にしている。このキットは、床仕上げ剤を収容しかつ床仕
上げ剤塗布用具に連結されるようになされた貯蔵器を備え、この貯蔵器は床仕上げ剤を選
択的に分配するための開口部を有する。このキットは、開口部に連結され、かつ貯蔵器か
ら選択的に取り外し可能な第１の閉鎖部も備える。このキットは、貯蔵器の開口部に取り
外し不可能に連結されるようになされた第２の閉鎖部も含む。このキットは、この第２の
閉鎖部に連結される導管も含む。この導管は近位端部および遠位端部を有し、導管の近位
端部は第２の閉鎖部に連結される。導管の遠位端部は選択的に取り外し可能なシールでシ
ールされる。使用中、第１の閉鎖部は貯蔵器から取り外され、第２の閉鎖部は貯蔵器に取
り外し不可能に取り付けられる。床仕上げ剤を分配できるように貯蔵器、第２の閉鎖部、
および導管が床仕上げ剤塗布用具に連結された後、導管の遠位端部の封が切られる。いく
つかの実施形態では、このキットは、床仕上げ剤塗布用具に連結するようになされた床仕
上げ剤塗布パッドをさらに含む。
【００１９】
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　本発明のいくつかの実施形態は、床仕上げ剤塗布パッドを提供する。このパッドは、第
１の連続材料を備える第１の部分と第２の連続材料を備える第２の部分とを備え、この第
２の部分は第１の部分に隣接して位置決めされる。第１の連続材料は、第１の部分に加え
られる圧力に関係なく床仕上げ剤を実質的に一様に広げるように構成される相対的に大き
な相互連通する空洞の３次元に延びるネットワークを備える。第２の連続材料は、第１の
材料によって床仕上げ剤が広げられた後、それを平滑にするように構成される相対的に細
い材料を備える。いくつかの実施形態では、第１の連続材料は、開放セル発泡体、スポン
ジ、間隔のあいたブラシ、および開放セル不織材料、開放編み上げ材料、ニードルパンチ
不織材料等の開放セル材料を備える。いくつかの実施形態では、第２の連続材料は、フリ
ース、フェルト、マイクロファイバー、およびパイル生地などの、細い繊維で織られた布
および細い繊維の不織布のうちの少なくとも１つを備える。いくつかの実施形態では、第
１の連続材料は相対的に粗い、開放セル材料であり、第２の連続材料は相対的に柔らかな
、細い材料である。いくつかの実施形態では、この第１の連続材料は相対的に固い繊維を
備え、第２の連続材料は吸着性繊維を備える。この固い繊維および吸着性繊維は、異なる
デニールを有する同じ種類の材料の繊維を備えることができる。いくつかの実施形態では
、この固い繊維は吸着性繊維に対して相対的に大きなデニールを有する。この固い繊維は
、１つまたは複数の以下の特性を有する：高い曲げ剛性、高い弾力性、低い水吸収性、低
い圧縮性、および低い柔軟性。いくつかの実施形態では、この第１の部分がパッドの少な
くとも連続する５０％を含む。他の実施形態では、第１の部分がパッドの少なくとも連続
する６０％を含む。さらに他の実施形態では、この第１の部分はパッドの少なくとも連続
する７０％を含む。さらに他の実施形態では、この第１の部分はパッドの少なくとも連続
する７５％を含む。いくつかの実施形態は、第１の部分に隣接して位置決めされる第３の
部分も備え、この第３の部分は、パッドの前の単一の位置からパッドの外側縁部まで大量
の床仕上げ剤を分布させるようになされた第３の連続材料を備える。いくつかの実施形態
では、この第３の連続材料は吸収性材料である。第３の連続材料は第２の材料と同じ材料
であることができる。いくつかの実施形態では、第１の部分が塗布パッドの少なくとも連
続する５０％を含み、第３の部分は塗布パッドの連続する約１０％より少なく含む。
【００２０】
　いくつかの実施形態は、第１の連続材料を備える第１の部分と、第１の部分に隣接して
位置決めされる、第２の連続材料を備える第２の部分と、第２の部分と反対側で第１の部
分に隣接して位置決めされる、第３の連続材料を備える第３の部分とを備える床仕上げ剤
塗布パッドを対象にしている。第１の連続材料は、第１の部分に加えられる圧力に関係な
く床仕上げ剤を実質的に一様に広げるように構成される、相対的に大きな相互連通する空
洞の３次元に延びるネットワークを備える。第２の連続材料は、床仕上げ剤が第１の材料
によって広げられた後、それを平滑化するように構成される相対的に細い材料を備える。
第３の連続材料は、床仕上げ剤塗布パッドに係合し、かつ大量の床仕上げ剤を床仕上げ剤
塗布パッドの全面に分布させるように構成される、相対的に細い材料を備える。いくつか
の実施形態では、この第１の部分は塗布パッドの少なくとも連続する５０％を含み、第３
の部分は塗布パッドの連続する約１０％より少なく含む。いくつかの実施形態では、第３
の部分は塗布パッドの連続する約５％より少なく含む。いくつかの実施形態では、第１の
部分は塗布パッドの少なくとも連続する６０％を含む。いくつかの実施形態では、この第
３の連続材料は第２の材料と同じ材料であることができる。第１の連続材料が開放セル材
料であることができ、第２の連続材料は、細い繊維で織られた布および細い繊維の不織布
のうちの少なくとも１つであることができる。
【００２１】
　いくつかの実施形態は、パッドの約１０％より少なく含む第１の連続材料と、第１の連
続材料に隣接して位置決めされ、パッドの少なくとも５０％を含む第２の連続材料と、第
２の連続材料に隣接して位置決めされる第３の連続材料とを備える床仕上げ剤塗布パッド
を対象とする。この第１の連続材料は、床仕上げ剤塗布パッドと係合し、大量の床仕上げ
剤を床仕上げ剤塗布パッドの全面に分布させるように構成される。第２の連続材料は、床
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仕上げ剤を実質的に一様に広げるように構成される。第３の連続材料は、床仕上げ剤が第
１の材料によって広げられた後、それを平滑化するように構成される。第２の連続材料は
、相対的に大きな相互連通する空洞または開放セル材料の３次元に延びるネットワークで
あることができる。いくつかの実施形態では、第１の連続材料は、第３の連続材料と同じ
材料である。第１の連続材料は吸収性材料であることができる。
【００２２】
　本発明の別の態様は、それらの組織体および動作とともに、添付の図面を参照して理解
するとき本発明の以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の態様を具現化する床仕上げ剤塗布用具の斜視図である。
【図２】床仕上げ剤供給システムを用具から分解して示す、図１に示す床仕上げ剤塗布用
具の部分分解斜視図である。
【図３】本発明の態様を具現化する床仕上げ剤貯蔵器の前面図である。
【図４】図３に示す床仕上げ剤貯蔵器の側面図である。
【図５】図３に示す床仕上げ剤貯蔵器の底面図である。
【図６】図３に示す床仕上げ剤貯蔵器の上面図である。
【図７】図３に示す床仕上げ剤貯蔵器の裏面図である。
【図８】本発明の態様を具現化する２つの部分の床仕上げ剤塗布ヘッドおよび床仕上げ剤
塗布パッドの斜視図である。
【図９】図８に示す床仕上げ剤塗布ヘッドおよびパッドの側面図である。
【図１０】本発明の態様を具現化する代替床仕上げ剤塗布ヘッドおよびパッドの斜視図で
ある。
【図１１】図１０に示す床仕上げ剤塗布ヘッドおよびパッドの側面図である。
【図１２】本発明の態様を具現化する別の床仕上げ剤塗布パッドの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　どのような本発明の実施形態も詳細に説明する前に、本発明はその適用分野で以下の説
明で記載される、または添付の図面に図示される構造および構成部品の配置の詳細に限定
されないことを理解されたい。本発明は、他の実施形態が可能であり、様々な方法で実施
または実行することが可能である。同様に、本明細書で使用される語法および専門用語は
説明の目的のためであり、限定であると見なすべきではないことを理解されたい。本明細
書での「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「を備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、また
は「有する（ｈａｖｉｎｇ）」およびそれらの変形形態は、それらの後に記載される項目
およびそれらの均等物ならびに追加の項目を包含することを意図している。用語「搭載さ
れる（ｍｏｕｎｔｅｄ）」、「結合される（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）」、および「連結され
る（ｃｏｕｐｌｅｄ）」は広義に使用され、直接および間接の搭載、結合および連結の両
方を包含する。さらに、「結合される」、および「連結される」は、物理的なまたは機械
的な結合または連結に限定されず、直接であろうが間接であろうが、電気的な接続または
連結を含むことができる。最後に、引き続く段落で説明されるように、図面に画かれた特
定の機械的形態は、本発明の実施形態を例示することを意図している。したがって、他の
代替の機械的形態が可能であり、かつ本発明の趣旨および範囲内にある。
【００２５】
　次に図面の図１を参照すると、本発明による床仕上げ剤塗布用具１０が示されている。
具体的には図示の用具は、従来技術で見られる整備および詰まりの問題なしに、床仕上げ
剤（すなわち、一時的なまたは永久的な保護被覆を与えることができる組成物、通常は、
床表面上への床被覆または下地塗料などの透明被覆）を床に塗布するように設計されかつ
構成されている。さらに、この床仕上げ剤塗布用具は、作業者によって用具に加えられる
力に関係なく、床仕上げ剤の実質的に一貫したかつ一様な層を床に塗布するように構成さ
れている。
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【００２６】
　この床仕上げ剤塗布用具１０は、床仕上げ剤塗布ヘッド１２、ヘッド１２に枢動的に取
り付けられる第１の端部１５を有する細長いハンドル１４、およびヘッド１２を表面に沿
って移動させるように手動で係合するようになされた、対向する第２の端部１６に隣接す
る部分を備える。図示される実施形態などのいくつかの実施形態では、この床仕上げ剤塗
布用具１０は床仕上げ剤供給システム２５を含み、それは床仕上げ剤貯蔵器２６および床
仕上げ剤貯蔵器２６から延びる導管２４を含む。そのような実施形態では、貯蔵器２６か
ら床への床仕上げ剤の流れを制御するためにバルブ・アセンブリ１８も設けられる。さら
に、バルブ・アセンブリ１８を作動させるためのアクチュエータ２０をハンドル１４に連
結することができる。
【００２７】
　図１に示すように、この細長いハンドル１４は、第１の端部または遠位端部１５および
第２の端部または近位端部１６を有する。遠位端部はヘッド１２に枢動的に取り付けられ
る。さらに、近位端部１６に隣接する部分は、ヘッド１２を表面に沿って移動させるよう
に手動で係合するようになされている。
【００２８】
　図１に示すものなどのいくつかの実施形態では、アクチュエータ２０はハンドル１４に
連結することができる。アクチュエータ２０は、作業者が貯蔵器２６からの床仕上げ剤を
制御するまたは選択的に分配するのを可能にする。アクチュエータ２０は、ハンドル１４
に多くの位置で連結することができ、かつ多くの異なる方式で構成することができる。例
えば図示のように、アクチュエータ２０は押しボタン構造を有し、ハンドル１４の近位端
部１６に配置される。しかしながら、他の実施形態では、アクチュエータ２０は近位端部
１６に隣接する様々な位置に（またはハンドル上の多くの他の位置に）配置することがで
きる。さらに、このアクチュエータ２０の構造も同様に改変することができる。例えば、
このアクチュエータ２０は、この分野で知られている引き金構造または他の構造を有する
ことができる。アクチュエータ２０は、バルブ・アセンブリ１８に連結することもできる
。アクチュエータ２０はバルブ・アセンブリ１８にリンク、ロッド、ケーブル、他の伝動
アセンブリ等々を介して連結することができる。以下でより詳細に論じるように、いくつ
かの実施形態では、このアクチュエータは電子アクチュエータまたはスイッチであること
ができる。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、このアクチュエータは多段アクチュエータとして構成するこ
とができる。例えば、それが２段アクチュエータとして構成される場合は、このアクチュ
エータは、第１の流量を供給する第１の画定された位置または第２の流量を供給する第２
の画定された位置に押圧する（またはその他の方法で作動させる）ことができる。重力供
給分配アセンブリでは、この第２の流量位置は、床仕上げ剤が分配されるときのヘッド圧
力の損失を克服するために利用することができる。しかしながら、他の実施形態では、こ
のアクチュエータは、１つの画定される流量（および作動の非画定位置での変わり易い流
量）を有する単段アクチュエータである。別法として、複数流量は、バルブ・アセンブリ
を所望の流量に対応する複数の所定の位置を有する多段バルブ・アセンブリとして構成す
ることによって達成することができる。
【００３０】
　バルブ・アセンブリ１８は、ハンドル１４の第１の端部１５に隣接して位置決めされ、
貯蔵器２６から床への床仕上げ剤の流れを調節するように動作可能である。バルブ・アセ
ンブリ１８は、床仕上げ剤が床に流れる開位置と、床仕上げ剤がバルブを介して（または
より具体的にはバルブ内に配置される導管を介して）床に流れない閉位置を有する。上記
で論じたように、このバルブ・アセンブリは、複数の流量に対応する複数の所定の開位置
を有することができる。
【００３１】
　前記バルブ・アセンブリ１８は多くの異なる方式で構成することができるけれども、図
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示の実施形態では、このバルブ・アセンブリ１８は、欧州特許第０９９７０９９号、ＰＣ
Ｔ国際公開第８６／０５３７６号、またはドイツ国特許第２９３２１１０号に示されるも
ののような、ピンチバルブ構造を有する。換言すれば、このバルブ・アセンブリは第１の
部材および第２の部材を含み、これらの２つの部材はバルブ・アセンブリ１８の開および
閉位置を画成するように互いに対して移動可能である。以下でより詳細に説明するように
、弾力性のある導管２４がこの第１の部材と第２の部材の間を延びる。バルブ・アセンブ
リ１８の閉位置では、この第１および第２の部材は導管２４を挟み込み、導管２４を通る
全ての流れを遮断するように導管２４の壁を互いに圧し付ける。バルブ・アセンブリ１８
の開位置では、この第１および第２の部材は分離され、それが弾力性のある導管２４がよ
り少なく圧縮される状態に戻るのを可能にし、床仕上げ剤が導管２４を通り流れるのを可
能にする。
【００３２】
　このピンチバルブの１つの具体的な構成では、第１の部材は導管が貫通して延びる開口
部を画成し、第２の部材は、導管を第１の部材の壁に押し付けて選択的に挟み込むように
、第１の部材に対して移動可能である。床仕上げ剤塗布アセンブリ１０のハンドル１４は
、アクチュエータ２０がバルブ・アセンブリ１８を作動させるためにそこを通り延びる通
路を有する。バルブ・アセンブリの第２の部材は、アクチュエータ２０の作動に際して静
止する第１の部材に対して長手方向に移動可能である。バルブ・アセンブリ１８は、第２
の部材を閉位置に付勢するばねを含むことができ、第１および第２の部材は、導管２４を
通る液体の流れを停止させるために導管２４の両側を一緒に圧すまたは挟み込む。次いで
アクチュエータの作動が開位置を画成するために第１の部材に対して第２の部材を移動さ
せる。他の実施形態では、このバルブは、導管を挟み込むために互いに向かって移動する
２つの移動部材で構成することができる。
【００３３】
　図示されていないがこのバルブ・アセンブリ１８はさらに、例えば導管を交換するのに
有効であり得る、開位置にバルブ部材を移動させるように手動で係合するようになされた
突起部材を含むことができる。
【００３４】
　上記で説明したバルブおよびアクチュエータは一般に、機械的バルブおよびアクチュエ
ータである。いくつかの実施形態では、１つまたは複数のこれらの構成部品は、電子構成
部品に置き換えるまたは電子構成部品と一体化することができる。例えば、このアクチュ
エータおよび／またはバルブは、電子アクチュエータおよびバルブと交換することができ
る。同様に、電子ポンプも床仕上げ剤の分配の手助けをするために床仕上げ剤塗布用具上
に組み込むことができる。
【００３５】
　上記で示したように、床仕上げ剤塗布用具１０のいくつかの実施形態は、床仕上げ剤供
給システム２５を含む。図１に示す実施形態は、ヘッド１２に隣接するなどの床上の特定
の場所に向かって床仕上げ剤を導くための、貯蔵器２６から延びる導管２４を有する、交
換可能な床仕上げ剤貯蔵器２６を含む床仕上げ剤供給システム２５を含む。いくつかの実
施形態では、この床仕上げ剤供給システム２５は、単一使用のためにのみ意図されている
。そのようなものとして、貯蔵器２６が使い尽くされた後、この床仕上げ剤供給システム
２５は新しい床仕上げ剤供給システム２５と交換される。この構成は、詰まりの可能性お
よびそのような詰まりに関連する時間の掛かる整備を実質的になくす。
【００３６】
　貯蔵器２６は多くの異なる方式で構成することができる。例えば、この貯蔵器は、袋、
実質的に剛体の器または容器等を備えることができる。この貯蔵器２６は、ねじ切りされ
たキャップ、プラグまたは他の適切な閉鎖機構２９によって閉じられる開口部２７も有す
ることができ、容器２６はその開口部を介して分配することができ、そしていくつかの実
施形態では再充填することができる。しかしながら、いくつかの好ましい実施形態ではこ
の貯蔵器２６は、床仕上げ剤供給システムが再使用されることを防止するために非脱着可
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能な閉鎖機構２９を設けることができ、それが関連する再使用の詰まり問題を防止するこ
とができる。
【００３７】
　上記で述べたように導管２４は、床仕上げ剤を貯蔵器２６から床に供給するために、貯
蔵器２６の開口部２７から床表面に向かって延びる。この導管２４は、多くの異なる方式
で構成することができる。しかしながら説明したように、この導管２４は、弾力性のある
、柔軟なチューブを備えることができる。一般に、この導管は貯蔵器内の開口部に連結さ
れる閉鎖機構２９に連結される。この導管２４は、閉鎖部２９上の出口から延びるバーブ
（ｂａｒｂ）を介して閉鎖機構２９に連結することができ、あるいはこの導管２４はいく
つかの他の方式で閉鎖機構２９に連結することができる。例えば、この導管２４は閉鎖部
２９に溶接するまたは接着することができる。その上、この導管２４は、貯蔵器２６の出
口に隣接する閉鎖部２９に押し付けて捕捉されるショルダまたはフランジを含むことがで
きる。
【００３８】
　床仕上げ剤供給システム２５の１つの具体的な実施形態では、貯蔵器２６は開口部２７
に取り付けられる出荷閉鎖部付きで作業者に出荷され、分配閉鎖部は使用に先立って付け
るようにキット内で供給される。換言すれば、この出荷閉鎖部は最終使用者によって取り
外され、分配閉鎖部が最終使用者によって貯蔵器に付けられる。この導管２４は、最終使
用者がキットを受け取るのに先立って、分配閉鎖部２９に連結される。この分配閉鎖部２
９は、分配閉鎖部が取り付けられた後取り外されるのを防止するために、貯蔵器上の相補
的なロック・システムと係合する、ラチェット・ロック部材などの、不正操作防止機能の
付いたロック・システムを設けることができる。これは一般に床仕上げ剤供給システム２
５が、詰まりを引き起こす可能性がある、再使用されることから防止する。出荷のときこ
の導管２４は、床仕上げ剤供給システム２５が床仕上げ剤塗布用具１０に搭載されている
間に、床仕上げ剤の所望されない分配を防止するようにシールされた導管２４の遠位端部
を有することができる。導管の遠位端部は多くの方法でシールすることができる。例えば
、プラグを導管内に挿入することができ、端部を熱シールすることができ、端部を接着剤
でシールすることができ、端部を機械装置で挟み込むことができ、接着部材を導管内に画
成される開口部上に置くことができ、等々することができる。床仕上げ剤供給システム２
５が用具１０に連結された後、このシールは取り除くことができる。
【００３９】
　図３～７は、床仕上げ剤貯蔵器２６の１つの具体的な構成を示す。図示のように、この
貯蔵器は、全体的に円筒状楕円形の形態を有する。この貯蔵器２６には、長手方向に延び
る細長い溝または凹部３２が設けられている。この溝または凹部３２は、貯蔵器２６の実
質的に全長または全高を延びる。この溝または凹部３２も、ハンドル１４を受けかつハン
ドル１４を実質的に取り囲むように寸法設定されかつ形態にされる。一具体的形態では、
貯蔵器の重心は凹部３２と一致する。換言すれば貯蔵器の重心は、凹部が実質的に垂直な
向きに向けられているとき、凹部内に位置する。そのような形態は、床仕上げ剤塗布用具
１０により良好なバランスをもたらすことが見出されてきた。具体的には、貯蔵器内に格
納される床仕上げ剤の重量を実質的にハンドル１４の全円周の周りに分配できるようにす
ることによって、床仕上げ剤塗布用具１０はより良好にバランスがとれ、それが作業者の
疲れを軽減するのに役立つ。
【００４０】
　図３～７に示すようないくつかの実施形態では、１つまたは複数の突起部またはタブ３
４が貯蔵器２６から凹部３２内に延びることができる。この突起部３４は、貯蔵器２６を
ハンドル１４により良好に固定するためにハンドル１４と係合することができる。いくつ
かの実施形態では、このハンドル１４に、突起部３４を受けるための実質的に相補的な凹
部を設けることができる。同様にいくつかの実施形態では、この構造は反転させることが
でき、そこでは突起部が貯蔵器上で受けられるようにハンドルから延びる。これらの突起
部３４の使用は、いくつかの実施形態では貯蔵器２６を床仕上げ剤塗布用具１０に取り付
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けるのに十分である場合がある。しかしながら、いくつかの実施形態では、ハンドル１４
に連結されるクレードル、スリーブまたはハウジング３６もこの床仕上げ剤塗布用具１０
に設けることができる。このクレードル３６は、図１および２に示すように、貯蔵器の一
部分を受けるように寸法設定しかつ形態にすることができる。
【００４１】
　その上、貯蔵器２６をハンドル１４に対し保持するためにラッチ機構３８をハンドル１
４に連結することができる。一具体的な実施形態では、このラッチ機構３８は、貯蔵器の
一部分と係合しかつ固定する枢動アームを含む。図１に示すように、このクレードル３６
は、貯蔵器２６の底部部分を固定し、ラッチ機構３８は貯蔵器２６の頂部部分を固定する
。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、ラッチ機構３８は、貯蔵器２６内に通気をもたらすように貯
蔵器２６に孔をあける部材も含むことができ、これは床仕上げ剤を分配している間に貯蔵
器内に真空が形成されるのを防止するのを助けるであろう。具体的には、この孔あけ部材
は貯蔵器２６と係合し、ラッチ機構３８が定位置に固定されつつある間に貯蔵器の一部分
に孔をあける。しかしながら、いくつかの実施形態では、この孔あけ部材は貯蔵器に孔を
あけるために追加の移動を必要とする場合がある。別法として、この貯蔵器に多くの他の
方法で通気孔を設けることができる。例えば、通気孔は閉鎖部内に組み込むことができる
。図３～９に示すものなどのいくつかの実施形態では、この貯蔵器２６は、分離切断され
るとき貯蔵器に開口部または通気孔をもたらす、ネジ切りタブなどの分離切断部材４０を
含むことができる。図示のように、この分離切断部材４０は、この部材の不測の切断を防
止するために貯蔵器２６上の凹んだ領域内に配置することが好ましい。さらに他の実施形
態では、従来型の通気方法、アセンブリ、および装置などの他の通気機構を利用すること
ができる。
【００４３】
　図示されていないけれども、貯蔵器のいくつかの実施形態では、ボトルの内部で貯蔵器
の開口部に隣接してじょうごを貯蔵器に設けることができる。この構成は、貯蔵器内に格
納される床仕上げ剤の全てを空にするのを助けることが見出されてきた。
【００４４】
　上記で論じたように、ハンドル１４の遠位端部１５は、ヘッド１２に連結される。具体
的には、ハンドル１４の遠位端部１５は、ボール・ジョイント、ユニバーサル・ジョイン
ト、蝶番等などのジョイントを介してヘッド１２に枢動的に連結される。ヘッド１２は、
床仕上げ剤塗布パッド４４をヘッド１２に留めるための留め手段を含む。この留め手段は
、マジックテープ（登録商標）、弾性掴み部材（ｅｌａｓｔｉｃ　ｇｒａｂｂｉｎｇ　ｍ
ｅｍｂｅｒ）、挟み込み部材（ｐｉｎｃｈｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）、ヘッドによって受け
られるポケット等の、この分野で知られるほぼ任意の手段を含むことができる。
【００４５】
　いくつかの実施形態は、図８に示すものなどの、連接床仕上げ剤塗布器ヘッド１２を組
み込む。この図に示すように、ヘッド１２は、ハンドル１４に直接連結される第１の部分
または主本体部分５０を含む。このヘッド１２は、蝶番５４を介して主本体部分５０に連
結される第２の部分または自由浮遊部分５２も含む。この第２の部分５２は、床に一定の
力を供給するための所定の重量が設けられる。いくつかの実施形態では、この所定の重量
は、この第２の部分５２に重りの付いた部材を加えるまたは取り除くことによって、また
は現在使用中のこの第２の部分５２を異なる重量を有するものと切り替えることによって
手動で調整することができる。
【００４６】
　この型式のヘッド１２によって、ヘッド１２の第１および第２の部分５０、５２は、床
に床仕上げ剤を塗布することに関して異なる機能を果たすことができる。この第１の部分
５０は一般に、床仕上げ剤を床全体にわたって広げるまたは分布させるのに使用され、一
方第２の部分５２は、第１の部分５０によって前に広げられた床仕上げ剤を平らにし、第
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１の部分５０によって残されたどのような筋またはブラシ・マークも取り除く。この第２
の部分５２はそれが、作業者によってハンドル１４に加えられる力に関係なく床表面に実
質的に一定の力を加えることを意味する、自由浮遊なのでこの機能を果たすことができる
。そのようなものとして、この第２の部分５２は、床上に一定の床仕上げ外観および床仕
上げ剤厚さを与えるのを助けることができる。
【００４７】
　第１の部分５０を第２の部分５２に結合する蝶番５４は、多くの異なる方式で構築しか
つ構成することができる。例えば、図８に示すようないくつかの実施形態では、蝶番５４
は、ゴムのストリップなどの柔軟性のある弾性部材である。しかしながら、他の実施形態
では、この蝶番５４は、枢動部または他の連接点を有する剛体の部材であることができる
。さらに他の実施形態では、この第２の部分５２は、図１０に示すものなどの塗布器パッ
ド４４を介して第１の部分５０に連結される。換言すれば、第２の部分５２は直接塗布器
パッド４４に留められ、この塗布器パッド４４は第２の部分５２を第１の部分５０に結合
する唯一の部材である。さらに他の実施形態では、この蝶番は、ケーブル、ロープ、布等
などの任意の他の柔軟性のある部材である。
【００４８】
　上記で示したように、塗布器パッド４４はヘッド１２に連結される。いくつかの実施形
態では、この塗布器パッド４４は、市販の従来型の床仕上げ剤塗布パッドである。しかし
ながら、他の実施形態では、この塗布器パッド４４は、異なる材料特性を有する第１の部
分４６および第２の部分４８を備えるユニークな構造を有する。例えば、第１の部分４６
は連続的な床仕上げ剤分布材料を備え、一方第２の部分４８は連続的な床仕上げ剤平滑化
または仕上げ材料を備える。この構造は、床仕上げ剤を床上に一様に広げことができるが
、さらに従来型の塗布器パッドと比較して非常に低い引っ張り抵抗力を示すことができる
。以下でより詳細に論じるように、本発明の塗布器パッド４４の引っ張り抵抗特性が減少
するのは、塗布器パッド内への相対的に固い繊維質の床仕上げ剤分布材料の組み込みから
結果として生じる。
【００４９】
　次に図８～１１を参照すると塗布器パッド４４の一実施形態が示され、これは少なくと
も２つの異なる材料：房状になった（ｔｕｆｔｅｄ）ポリプロピレンおよび／またはポリ
エチレン繊維などの固いまたは大きなデニールの繊維から作ることができる床仕上げ剤分
布材料４６、およびポリエステル・マイクロファイバーなどの相対的に柔らかい、平滑な
、または小さなデニール繊維から作ることができる床仕上げ剤仕上げ材料４８を有する作
業表面を含む。一般にこの床仕上げ剤分布材料は、床仕上げ剤が最初に床仕上げ剤分布材
料と接触し、床仕上げ剤仕上げ材料に２番目に接触するであろうように、床仕上げ剤仕上
げ材料に隣接して位置決めされる。さらに、床仕上げ剤塗布器ヘッド１２上に配置される
とき、この床仕上げ剤分布材料４６は一般にヘッド１２の第１の部分５０に隣接してまた
は下に位置決めされ、床仕上げ剤仕上げ材料４８は一般にヘッド１２の第２の部分５２に
隣接してまたは下に位置決めされる。
【００５０】
　この塗布器パッド４４は一般に、床仕上げ剤分布材料を欠いたパッドと比較するとき引
っ張り抵抗を減少させるために十分な量の床仕上げ剤分布材料４６を含むが、被覆の品質
が相当に低下するほどのそれほど多くの床仕上げ剤分布材料を含まない。一実施形態では
、パッドの作業表面は約５５％の床仕上げ剤分布材料、例えば、固い繊維と、約４５％の
床仕上げ剤仕上げ材料、例えば、より柔らかなまたは吸収性繊維を含む。しかしながら他
の実施形態では、これらの相対的な割合は改変することができる。例えばいくつかの実施
形態では、このパッドは少なくとも連続する５０％の床仕上げ剤分布材料を備える。他の
実施形態では、このパッドは少なくとも連続する６０％の床仕上げ剤分布材料を備える。
さらに他の実施形態では、このパッドは少なくとも連続する７０％の床仕上げ剤分布材料
を備える。さらに他の実施形態では、このパッドは少なくとも連続する７５％の床仕上げ
剤分布材料を備える。この段落で使用されるとき用語「連続する」は、床を横切るパッド
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する。同様に、パーセントの測定は、被覆される合計面積、床を横切るパッド移動の方向
でなどの単一の方向で占有される長さなどのいくつかの方法で測定することができる。
【００５１】
　床仕上げ剤分布材料４６の高さは、床仕上げ剤仕上げ材料４８の高さより高くすること
ができる。別法として、床仕上げ剤分布材料４６の高さは、床仕上げ剤仕上げ材料の高さ
と実質的に等しくすることができ、あるいは床仕上げ剤仕上げ材料は、より高い高ささえ
有することができる。一般に、材料の相対的な高さまたは厚さに関わらず、この材料間の
界面はそれらが床に接触するところで材料間は全体的に平らまたは平滑であるべきである
。
【００５２】
　様々な異なる材料を床仕上げ剤分布材料４６として使用することができる。固いまたは
大きなデニール繊維を、床仕上げ剤塗布用具１０内の分布要素とすることができる。この
固いまたは大きなデニール繊維は、単フィラメント、編み糸、タウ糸または束ねられたフ
ィラメント状材料であることができる。この束ねられた材料は、接着、溶接、包み込み、
またはこの分野で知られている他の方法によって互いに接合することができる。固い繊維
（すなわち、荷重下での圧縮に抵抗する繊維）または高い曲げ剛性および高い弾力性を有
する大きなデニールの繊維（すなわち、相対的に厚く、重く、または固い繊維、繊維の束
、タウ糸、または少なくとも約１０の、より典型的には少なくとも約１５デニールのデニ
ールを有する編み糸）は、床仕上げ剤分布材料として特によく適している。通常、固いま
たは大きなデニールの繊維は、低い水吸収性、低い圧縮性、および低い柔軟性を有する。
しかしながら、床仕上げ剤分布材料として使用できる材料はフィラメント繊維に限られず
、３次元繊維ウエブなどのウエブ、発泡体、フロック発泡体、および他のスポンジのよう
な材料、ニードルパンチ材料、開放セル材料等も含むことができる。具体的な一実施形態
では、この床仕上げ剤分布材料は、織り交ぜられるランダムに延びる柔軟性のある繊維か
ら形成される開放不織３次元ウエブであり、隣接する繊維間の間隙は開いており、それに
よって相互連通する空洞の３次元に延びるネットワークを作り出す。一般に、そのような
構造では、この空洞は材料の体積の少なくとも５０％を形成する。より好ましくは、この
空洞は材料の体積の少なくとも７５％を形成する。さらにこの材料は、柔軟性があり、圧
縮可能であり、かつ実質的に非圧縮形態に弾力的に戻ることができるのが好ましい。
【００５３】
　塗布器パッド４４用の床仕上げ剤分布材料の例には、限定ではなく、ポリプロピレンお
よび／またはポリエチレン繊維が含まれる。追加の床仕上げ剤分布材料には、例えば、米
国特許第２，９５８，５９３号および米国特許第４，８９３，４３９号に記載される低密
度開放不織繊維材料などの不織材料、およびスクリムおよびスクリーンなどの織られた材
料が含まれる。さらに、十分に間隔をあけたブラシを含む他の開放構造材料を使用するこ
とができる。床仕上げ剤分布材料として適切な物質には、限定ではなく、ポリプロピレン
、ポリエチレン、ポリエステル、改質ポリウレタンを含むポリウレタン、ナイロンなどの
ポリアミド、およびそれらの混合物および組合せが含まれる。
【００５４】
　最も好ましい材料は、約８４またはそれより大きな圧縮抵抗値（Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）を有する。しかしながら、約８１またはそれより大きな圧縮
抵抗値を有するいくつかの材料は、本明細書で開示される利益のうちの少なくともいくつ
かを提供することができる。材料の圧縮抵抗値を求めるための１つのあり得る試験は、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ６５７１試験である。この試験は、質量に伴う圧縮とその質量が取り除かれた
後の緩和を求めるために、パッドに質量を加えパッドから質量を取り除く多数の段階を含
む。以下の表Ｉは、この試験中に使用されたパッドサイズおよび質量値の一覧表を示す。
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【表１】

【００５５】
　このＡＳＴＭ試験中、当初のパッド高さが測定され、次いで質量がパッド上に配置され
たすぐ後で高さが測定され、次いで質量がパッド上にある状態で１０分間経過した後で再
度測定された。次いでこの質量は取り除かれ、高さが直ちに測定され、次いでパッド上に
質量がない状態で１０分後に再度測定された。これらのステップは、真のＡＳＴＭ　Ｄ６
５７１試験から改変された、異なる時間間隔に対して繰り返された。この質量は、試験に
指定されている２４時間の代わりに２時間で交換される。高さはパッド上に重量が支持さ
れるとき直ちに、かつ重量支持の２時間後に測定される。重量が取り除かれ、高さが直ち
に、かつ３０分経過後に再度測定される。この試験から収集されたデータは以下に表ＩＩ
に含まれる。
【表２】

【００５６】
　これらの結果から３つの変数Ｌ、ＭおよびＬ－２時間が計算された。Ｌは圧縮抵抗値で
あり、質量がパッド上に１０分間配置された後の高さを当初の質量のない高さで割った値
を１００倍したものに等しい。Ｍは、弾力性喪失値であり、全て当初の質量のない高さで
割られた、当初の質量のない高さと１０分後の緩和高さの差を、１００倍したものに等し
い。Ｌ－２時間は、質量が加えられかつ２時間経過した後の２回目に対するパッドの圧縮
抵抗値である。具体的には、Ｌ－２時間は、質量が１０分間取り除かれた後、回復した高
さで割られた、質が２時間加えられた後の高さに１００倍したものに等しい。要約すれば
この式は、表ＩＩから取られるように、Ｌ＝１００＊Ｃ／Ａ、Ｍ＝１００＊（Ａ－Ｅ）／
Ａ、およびＬ－２時間＝１００＊Ｇ’／Ｅである。計算された値Ｌ、ＭおよびＬ－２時間
を含む、このデータの一覧は以下の表ＩＩＩに含まれる。
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【表３】

【００５７】
　表ＩＩＩのデータは、Ｇｌｉｔ（登録商標）ホワイト・パッド、３Ｍ（登録商標）９０
パッドおよびＧｌｉｔ（登録商標）イエロー・パッドは全て少なくとも約８４の圧縮抵抗
値を有し、したがって、上記で定義されたような最も好ましい材料のうちのいくつかであ
ることを示す。
【００５８】
　適切な床仕上げ剤仕上げ材料には、所望されない筋またはブラシ・マークを残さずに平
滑な被覆を与えることができるものが含まれる。高度に吸収性の、または吸着性の繊維ま
たはマイクロファイバーは、床仕上げ剤仕上げ材料として特によく適している。同様、小
さなデニールの繊維（すなわち、約１デニール未満のデニールを有する細い繊維、繊維の
束、タウ糸、または編み糸）がよく適した材料であることがやはり示されている。
【００５９】
　しかしながら、床仕上げ剤分布材料４６についてのように、床仕上げ剤仕上げ材料４８
は、例えば、ウエブ、発泡体、および他のスポンジのような材料、プラスチック要素等な
どの、フィラメント繊維以外の材料から構築することができる。例示的な床仕上げ剤仕上
げ材料には、限定ではなく、ポリエステル繊維、レーヨン、綿、羊毛、ポリオレフィン、
ナイロンなどのポリアミド、およびそれらの組合せが含まれる。
【００６０】
　図８～１１に示す具体的な一実施形態では、作業表面の第１の連続部分は床仕上げ剤分
布材料４６であり、一方作業表面の後続の連続部分は床仕上げ剤仕上げ材料４８である。
図１２に示す別の実施形態では、作業表面の第１の連続部分は床仕上げ剤仕上げ材料であ
り、（第１の部分に隣接する）作業表面の第２の連続部分は床仕上げ剤分布材料であり、
一方（第２の部分に隣接する）作業表面の後続の連続部分は床仕上げ剤仕上げ材料である
。この具体的な構成については、床仕上げ剤仕上げ材料の第１の部分が大量の床仕上げ剤
を単一の場所からヘッドの外側範囲に分布させるのを助けることが見出されてきている。
一般に、この第１の部分は追加の引っ張り抵抗および不必要な床仕上げ剤の吸収を防止す
るように、相対的に小さい（すなわち、ストリップ）。残りの２つの部分は、前述の実施
例で説明したように働く。この３つの材料の実施形態では、各材料の相対的な割合は、以
下に論じるようなものであることができる。第１の部分は、パッドの約連続する１０％よ
り少なく、より具体的にはいくつかの好ましい実施形態ではパッドの約連続する５％より
少なくすることができる。第２の部分は、少なくともパッドの連続する５０％を含むこと
ができる。他の実施形態では、このパッドは少なくとも連続する６０％の床仕上げ剤分布
材料を含む。さらに他の実施形態では、このパッドは少なくとも連続する７０％の床仕上
げ剤分布材料を含む。さらに他の実施形態では、このパッドは少なくとも連続する７５％
の床仕上げ剤分布材料を含む。この段落で使用されるとき、用語「連続する」は、この材
料が一般に、床を横切るパッド移動の方向でなどの、画定される方向内で実質的に異なる
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仕上げ特性を有する別の材料によって中断されないことを意味する。同様に、パーセント
の測定値は、覆われる全表面積、または床を横切るパッド移動の方向などの単一の方向内
で占有される長さなどの、いくつかの方法で測定することができる。
【００６１】
　ある実施形態では、この床仕上げ剤分布材料４６は、床仕上げ剤仕上げ材料４８が支持
機能を提供することができるように十分にしっかりと詰め込まれる区域を例えば作業表面
上に設けることによって、床仕上げ剤仕上げ材料４８と同じ種類の繊維／材料にすること
ができる。他の実施形態では、この床仕上げ剤分布材料４６および床仕上げ剤仕上げ材料
４８は、異なる機械的／物理的特性をもたらすように構成された同じ種類の繊維または化
学化合物を備えることができる。例えば、この床仕上げ剤分布材料４６および床仕上げ剤
仕上げ材料４８は、異なって編まれた、または異なるデニールまたは密度を有する、また
は床仕上げ剤分布材料４６に床仕上げ剤仕上げ材料４８と異なる特性を付与する樹脂被覆
または同様な処理によって処理された、同じ種類の材料であることができる。
【００６２】
　本発明の塗布器パッド４４は、使用されるべき材料に応じて、布構築のための任意のよ
く知られた技術を使用して製作することができる。それらは、丸編み、編み上げ、ニード
ルパンチ、タフティング（ｔｕｆｔｉｎｇ）等などの方法を使用して製造することができ
る。
【００６３】
　塗布器パッド４４に使用される布は、生地で覆われた後で縫うことができる。このよう
に縁部を仕上げることは、布のほぐれを防止し塗布器パッド４４の形状を維持するのを助
ける。縁部は、例えばシートに布の非作動側で接着剤を加えることによって、仕上げるこ
とができる。次いでこのシートおよび布の縁部は、仕上げられた縁部を作るように、調べ
られまたは布によって覆われかつ縫われる。
【００６４】
　以前は、基板上に被覆を塗布するための塗布システム内に固いまたは大きなデニールの
繊維を使用することは、しばしば被覆内の所望されない筋またはブラシ・マークを伴って
いた。本発明の利点の１つは、柔らかな、平滑な、または吸収性の繊維と組み合わされた
固い繊維を含む塗布器パッド４４が塗布器パッド４４の引っ張り抵抗を減少させるが、一
方依然として、筋またはマークの実質的にない平滑な被覆をもたらすことである。以下で
論じるように、床仕上げ剤仕上げ材料４８と組合せで床仕上げ剤分布材料４６を使用する
ことは、達成される被覆の品質を損なわずに引っ張り抵抗での驚くほどに劇的な減少を有
する。さらに、床仕上げ剤仕上げ材料４８の連続区画と直列で床仕上げ剤分布材料４６の
連続区画を使用することは、使用者によって床仕上げ剤塗布用具に加えられる圧力に関係
なく、床上に実質的に一様な被覆をもたらすことが見出されてきた。
【００６５】
　次に床仕上げ剤供給システム２５を利用する床仕上げ剤塗布用具１０の動作を説明する
。動作では、塗布器パッド４４を有するヘッド１２、ヘッド１２に連結されるハンドル１
４、およびハンドル１４に連結されるバルブ１８およびアクチュエータ２０を有する床仕
上げ剤塗布器用具１０が準備される。床仕上げ剤貯蔵器２６は床仕上げ剤供給導管２４に
接続されるべきであり、次いで塗布器用具１０に連結される。床仕上げ剤貯蔵器２６と導
管２４が用具１０に連結されるとき、この導管２４はバルブ１８を通り延ばされる。導管
２４がバルブ１８を通り延ばされた後、導管２４上のシールを取り除くことができ、床仕
上げ剤塗布を開始することができる。
【００６６】
　動作では、床への床仕上げ剤の供給が望まれるときアクチュエータ２０が作動させられ
る。アクチュエータ２０の作動はバルブ１８の作動を生じさせ、作動させられるときそれ
は床仕上げ剤供給導管２４の壁上の圧縮力を解放する。圧縮力が取り除かれるとき、床仕
上げ剤は貯蔵器２６から、導管２４を通り、床に流れることができる。床仕上げ剤が床上
に置かれた後、この床仕上げ剤はヘッド１２および塗布器パッド４４を介して分配される
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。
【００６７】
　床仕上げ剤貯蔵器２６が空になった後、貯蔵器２６および導管２４は床仕上げ剤塗布器
１０から単一のアセンブリとして取り外される。一般に、この貯蔵器２６および導管２４
は捨てられる（すなわち、再充填および再使用されない）。しかしながら、いくつかの実
施形態では、この貯蔵器２６および／または導管２４は再使用することができる。本発明
では、一般に新たな貯蔵器２６が新たな導管２４と一緒に供給されることをもくろんでい
る。この導管２４は、上記で論じたように貯蔵器２６に連結され、貯蔵器２６および導管
２４は上記で論じたように床仕上げ剤塗布器用具１０に連結される。毎回新しい貯蔵器２
６および導管２４を供給することによって、詰まりの機会は実質的になくなり、それで詰
まりに関連する時間の掛かる整備の必要もなくなる。さらに、詰まりが形成されたとすれ
ば、高価な、時間の掛かる整備を実施する代わりに、床仕上げ剤供給システム２５を捨て
、新たな床仕上げ剤供給システム２５と交換することができる。
【００６８】
　主として床仕上げ剤供給システム２５に関連する上記で論じた動作は、ヘッド１２およ
び床仕上げ剤塗布器パッド４４の型式とは独立に、利用することができる。次に蝶番付き
のヘッド１２および２つの材料の塗布器パッド４４を有する床仕上げ剤塗布器用具１０の
動作を説明する。この説明の目的のために、上記で説明した床仕上げ剤供給システム２５
が利用されることが仮定されるであろう。しかしながら、そのような床仕上げ剤供給シス
テムは必要ではない。そうではなく、床仕上げ剤を供給する他の従来型の方法を利用する
ことができる。動作では、ハンドル１４およびヘッド１２に連結される塗布器パッド４４
を有するヘッド１２を有する床仕上げ剤塗布器用具１０が準備される。上記で述べたよう
に、このヘッド１２は上記で説明したような蝶番付きの２つの部品構造を有し、塗布器パ
ッド４４は、上記で説明したように異なる特性を有する２つの連続材料を備える。ヘッド
１２の第１の部分に実質的に隣接して位置決めされる材料の１つおよびヘッド１２の第２
の部分に実質的に隣接して位置決めされるもう１つの材料を有するパッド４４が一般にヘ
ッド１２に取り付けられる。
【００６９】
　床上に床仕上げ剤を広げるために、第１の材料４６が床上に堆積される大量の床仕上げ
剤と接触し、（作業者からの）塗布器パッド４４を介して床に加えられる圧力に関係なく
、床上に実質的にむらなくこの大量の床仕上げ剤を広げる。この実質的にむらのない広げ
は、作業者によって加えられる力からの圧縮に抵抗する、連続する床仕上げ剤分布材料４
６によって達成される。具体的には、この材料の開放セルの性質に起因して、塗布器パッ
ドに加えられる力に関係なく、この材料内の実質的な空隙空間が床と接触したままである
。そのようなものとして、床仕上げ剤はこれらの間隙領域内では床から取り除かれない。
従来型の塗布パッドが使用される場合は、実質的に全パッドが圧縮され、相当な数の繊維
が（極めてわずかな空洞しか残さずに）床表面と接触し、既に塗布された床仕上げ剤を取
り除くための絞り取り器として働くので、より大きな圧力は、結果としてより少ない床仕
上げ剤が塗布されることに全体的になるであろう。換言すれば本実施形態では、この開放
セル構造が圧縮に抵抗し、加えられる力に関係なく床との一貫した接触量を全体的にもた
らす。この特性に起因して、床仕上げ剤の一貫した層が、作業者によって加えられる圧力
に関係なく、床表面上に常に広がる。残念ながら、この材料の粗い、開放セルの性質に起
因して床仕上げ剤が床上に実質的に一様に分布されたとしても、床仕上げ剤は一般に平滑
ではない。具体的には、この床仕上げ剤は細かな線、筋またはブラシ・マーク付きで残さ
れる。しかしながら、この材料の開放セル構造は、塗布器パッド４４のこの部分内に多く
の床仕上げ剤が捉えられ（かつ廃棄される）ことなく一様に広げることを可能にする。さ
らに、この材料の開放セル構造は、空洞を欠いている従来型の塗布器によって剥ぎ取られ
るのとは反対に、床仕上げ剤が空洞の間を流れるのを可能にする。
【００７０】
　ヘッド１２の第２の部分に隣接して位置決めされる第２の材料４８は、具体的には仕上
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さらにこの材料は、実質的に自由浮遊する（すなわち、蝶番付き構造に起因して作業者に
よってハンドルに加えられる力に関係なく床表面に対して一定の力をもたらす）ヘッド１
２の第２の部分に隣接して位置決めされるので、床上への床仕上げ剤の分配は影響されな
い。そうではなくこの第２の材料４８は一般に、開放セル、粗い材料によって残される床
仕上げ剤の突出部をなくすことによって既に分布された床仕上げ剤を平らにするだけであ
る。具体的には、この相対的に柔らかな、細いデニールの材料は、各ブラシ・マークまた
は細かな線を画成する突出部を減少させまたは実質的になくし、それが床仕上げ剤をずっ
とより平滑にする。この突出部は第２の材料によって切り取られ、変形され、あるいは別
の形で減少またはなくされる。
【００７１】
　上記動作の一例が以下で表ＩＶに与えられる。この実施例では、３人の異なる作業者が
同じ用具および同じ技術を使用して床に床仕上げ剤を塗布した。この用具は、使用された
床仕上げ剤の量を求めるために使用前および使用後に重量測定された。この試験の結果は
以下の通りである：
【表４】

この図表が示すように、この発明のヘッドおよび塗布パッドの構成は一般に、床仕上げ剤
被覆に対する作業者の影響をなくす。上記に示すように、各作業者によって塗布された被
覆は平方メートル当たり約２０グラムである。この試験は、この塗布器パッドが個々の塗
布圧力の影響をなくすのを助けるけれども、床仕上げ剤塗布方法の影響はなくさないこと
に留意されたい。具体的には、一人の使用者が床仕上げ剤を床にドサッとあけ別の一人が
床仕上げ剤をタンクから量る場合、被覆厚さはこの２つの塗布方法に対して異なるであろ
う。しかしながら、同じ塗布方法が使用される場合は、この用具は塗布圧力の変動が被覆
重量に対して有する影響をなくす。
【００７２】
　様々なパッドと第１の材料４６および第２の材料４８の組合せを含むパッドによって生
じる平均被覆重量を比較するために、ある試験手順が使用された。このパッドの組合せは
、原型Ａ、原型Ｂ等として標識が付けられ、以下表Ｖに含まれる：
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【表５】

【００７３】
　表Ｖで、部分Ａは第１の材料４６であり、部分Ｂは第２の材料４８であり、かつ第２の
材料４８は第１の材料４６から蝶番で離されているので、ＰＶＣパイプが第２の材料４８
に一貫して下向き荷重を掛けるために使用されている。本試験では、部分Ａは床仕上げ剤
を広げる非圧縮性部片であり、部分Ｂは被覆のむらのある部分を平らにするように仕上げ
剤を平滑にする。第１および第２の材料４６および４８を含む原型Ａ～Ｄがそれぞれ、第
１の材料４６のみ含むＴｕｗａｙ（登録商標）グリーン・パッドおよびＲｕｂｂｅｒｍａ
ｉｄ（登録商標）Ｑ８００パッドに対して試験された。これらのパッドは、例えば容器な
し、部分的に充填された容器付き、完全充填容器付きなどの、モップに取り付けられる様
々な重量で使用された。本試験では、２．５Ｌ容量の容器が使用された。この様々な重量
は、多数回の作動にわたる、かつ様々な重量を支持する間の被覆重量の一貫性を示すため
に使用されている。パッドは事前に濡らされ、次いで平均被覆重量をより正確に記録する
ために、引き続く結果が記録されるに先立って第１の時間作動させられた。結果は以下に
表ＶＩ内に列記されている：

【表６】

【００７４】
　これらのデータは、本明細書で論じられる塗布器パッドの本発明の構成は、被覆重量を
制御するのを助けることを図示しかつ示している。さらに、重量からの圧縮のパーセント
が、収集されたデータから計算された。具体的には、（以下に含まれる）表ＶＩＩがヘッ
ド圧力に対する％変化を示し、この構成が増加したヘッド圧力の影響を実質的に減少させ
ることを明らかに示す。より具体的には、原型ＡおよびＣは、従来型のパッド（Ｔｕｗａ
ｙ（登録商標）グリーン・パッドおよびＲｕｂｂｅｒｍａｉｄ（登録商標）Ｑ８００）お
よび負制御パッド（原型Ｂ）からの制御データに対して優れた結果を有していた。換言す
ればこれらの構成は、被覆重量に対する増加するヘッド圧力の影響を実質的に減少させる
。
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【表７】

【００７５】
　上記に示すように、いくつかの実施形態は２つの部分のヘッド１２を利用しないが、そ
うではなくヘッド１２の周囲を越えて延びる（すなわち、パッドの単一寸法のうちの約１
０％またはそれを超えるものがヘッドの下から外に単一の方向に延びる）塗布器パッド４
４のかなりの部分を有するヘッド１２を利用する。そのような実施形態では、ヘッド１２
の下に位置決めされる塗布器パッド４４の部分は、前に論じた第１の材料と同様に床仕上
げ剤をむらなく分布させるように働き、ヘッド１２の周囲を越えて延びる塗布器パッド４
４の部分は、上記で論じた第２の材料と同様に分布された仕上げ剤を平滑化するように働
く。ヘッド１２の周囲を越えて延びる塗布器パッド４４の部分は、床に対するより大きな
、一定の力をパッド４４に供給するように重りを設けることができる。
【００７６】
　図１２に示すパッドと似た３つの材料の塗布器パッドを利用する実施形態は、上記で説
明したのと実質的に同じ方式で動作する。最も大きな差異は、塗布器材料の最初のストリ
ップが大量の床仕上げ剤をパッドの外側範囲まで迅速に分布させるのを助けることである
。材料のこの部分内に空洞がないことに起因して、相互接続する相当数の空洞に起因して
床仕上げ剤をパッドの外側範囲までそのように効率的に分布させることができない床仕上
げ剤分布材料と比較して、大量の床仕上げ材料をより容易に床上の周りに押すことができ
る。その上、材料のこの第１のストリップはより吸収性である傾向にあるけれども、この
材料の相対的に小さな部分に起因して、摩擦はそれほど大きくならない。
【００７７】
　上記で説明しかつ図に示した実施形態は、例示の目的でのみ提示され本発明の考え方お
よび原理に対する限定として意図されていない。そのようなものとして、要素およびそれ
らの形態および配置における様々な変更が本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく
可能であることを当業者は理解するであろう。例えば、多くの発明性のある特徴が上記で
提示され、多くの状況でそれらは他の発明性のある特徴とともに説明された。しかしなが
ら一般に、複数の発明性のある特徴を１つの装置内に結びつける必要性は存在しない。例
えば、上記で提示されるこの床仕上げ剤供給システムは、全ての実施形態で利用される必
要はない。具体的にはこのシステムは、本明細書で説明された多材料パッドとともに使用
しなければならないことはない。同様に、全ての本発明の実施形態は、上記で説明した２
部分連接ヘッドを組み込む必要はない。その上、本発明の全ての実施形態は、上記で説明
した複数材料パッドを組み込む必要はない。
【００７８】
　本発明の特定の特徴および要素に対する様々な代替形態が本発明の具体的な実施形態を
参照して説明されている。上記で説明した各実施形態について互いに相容れないまたは矛
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盾する特徴、要素、および動作方式を除いて、１つの具体的な実施形態に対して説明され
た代替の特徴、要素、および動作の方式は他の実施形態に適用可能であることに留意され
たい。
【００７９】
　本発明の様々な特徴は、添付の特許請求の範囲に記載される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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